


　

ナ
カ
リ（
株
）は
２
０
２
３（
令
和
５
）年
に
創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、『
新
た
な
歩
み
を
、
変
わ
ら
ぬ
心
で
』
を
基
本
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
ナ
カ
リ
組
織
活
性
部
の
メ
ン
バ
ー
を
中

心
と
し
て
、（
株
）
タ
ナ
ベ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
専
門
チ
ー
ム
と
コ
ア
ラ
ス
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
株
）
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
２
０
２
０（
令
和
２
）年
よ
り
１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
検
討
、
着
手
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
『
ナ
カ
リ
語
録 

伝
え
た
い
１
０
０
の
言
葉
』
は
、
こ
の
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
創
業
以
来
培

っ
て
き
た
ナ
カ
リ
の
考
え
方
・
や
り
方
・
想
い
・
こ
だ
わ
り
な
ど
を
こ
の
機
会
に
見
え
る
化
し
、
こ
れ
か
ら
の

１
０
０
年
の
大
き
な
変
化
（
流
行
）
に
適
応
す
る
た
め
の
ベ
ー
ス
（
不
易
）
と
す
る
べ
く
「
不
易
流
行
」
の
思
い
を

込
め
て
制
作
し
た
も
の
で
す
。

　

本
誌
制
作
の
き
っ
か
け
は
、
２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
に
私
が
宮
城
県
倫
理
法
人
会
主
催
の
経
営
塾
で
、
自
社

の
経
営
理
念
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
創
業
の
精
神
や
そ
の
時
代
の
背
景
な
ど
を
遡
っ
て
探
求
し
た
こ
と
で
し

発
行
に
寄
せ
て
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た
。
1
0
0
の
語
録
は
、
現
社
長
の
私
が
幼
少
の
頃
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
二
代
目
良
一
、
あ
き
ゑ
、
三
代
目

光
良
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
輩
方
か
ら
聞
き
教
わ
っ
て
き
た
内
容
や
、
現
在
の
経
営
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
な
ど

を
基
に
、
時
に
は
夜
中
に
思
い
つ
い
て
暗
い
寝
室
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
記
録
し
た
り
、
車
の
運
転
中
に
思
い
つ

い
て
路
肩
に
停
め
て
記
録
し
た
り
し
な
が
ら
、
約
４
カ
月
間
で
な
ん
と
か
ま
と
め
上
げ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
コ

ア
ラ
ス
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
株
）
の
野
村
氏
に
よ
る
31
時
間
超
に
及
ぶ
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
ア
ル
テ
ィ
シ
ー
ク
の
石
原

氏
に
よ
る
校
正
を
経
て
完
成
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
経
営
を
担
っ
て
き
た
中
村
家
の
、
創
業
以
来
四
代
に
わ
た
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
記
録
に
残
し
、
伝
え
る
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
の
新
た
な
１
０
０
年
の
継
続
繁
栄
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
本
誌
を
い
つ

も
手
元
に
置
い
て
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
語
録
の
解
説
を
何
度
で
も
読
み
返
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
思
い
を
一
つ

に
し
、
私
た
ち
が
地
域
に
、
業
界
に
、
世
の
中
に
必
要
と
さ
れ
る
「
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と
な
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ナ
カ
リ
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
中
村 

信
一
郎
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目
次

発
行
に
寄
せ
て

ナ
カ
リ
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
中
村 

信
一
郎　

0
0
2

良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

〈
0
0
1
〉	

当
た
り
前
の
事
を
、
当
た
り
前
に
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　
0
2
2

〈
0
0
2
〉	

挨
拶
、
返
事
、
後
始
末
。（
三
代
目
　
中
村 
光
良
）　

0
2
4
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〈
0
0
3
〉	

清
く
、
正
し
く
、
朗
ら
か
に
生
き
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

0
2
6

〈
0
0
4
〉	

人
の
話
を
聞
く
よ
り
も
実
際
に
見
に
い
っ
て
確
認
す
る
こ
と
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
2
8

〈
0
0
5
〉	

仕
事
を
通
し
て
自
分
の
人
生
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
築
し
、

	
な
ぜ
、
何
の
た
め
の
行
動
か
を
常
に
意
識
し
て
、

	

自
己
実
現
を
目
指
す
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　
0
3
0

〈
0
0
6
〉	

自
己
の
人
格
を
上
げ
る
た
め
の
努
力
を
続
け
、

	

亡
く
な
る
と
き
が
最
高
の
人
格
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
努
め
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

0
3
2

〈
0
0
7
〉	

人
生
で
決
ま
っ
て
い
る
の
は
、

	

①
1
0
0
%
い
つ
か
は
亡
く
な
る

	

②
そ
れ
が
い
つ
な
の
か
分
か
ら
な
い

	

③
人
生
は
一
回
し
か
な
い

	

だ
か
ら
今
を
精
一
杯
生
き
る
。（
四
代
目
　
中
村 
信
一
郎
）　

0
3
4
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〈
0
0
8
〉	

仕
事
の
報
酬
は
４
つ
。

	

①
お
金　

②
ス
キ
ル
ア
ッ
プ　

③
仕
事
の
報
酬
は
仕
事

	

④
仕
事
を
通
じ
て
人
間
性
・
人
格
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

0
3
6

〈
0
0
9
〉	
仕
事
を
通
し
て
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
に
よ
り
、

	
人
生
に
お
い
て
自
身
の
自
己
実
現
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

0
3
8

〈
0
1
0
〉	

人
間
の
使
命
は
、

	

①
生
き
て
い
る
こ
と

	

②
そ
れ
自
体
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と

	

③
自
己
の
能
力
を
使
っ
て
仕
事
を
通
し
て
人
類
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

	

（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　
0
4
0

〈
0
1
1
〉	「
安
全
第
一
、
効
率
第
二
」。
安
全
衛
生
委
員
会
の
活
動
は
、

	

全
員
参
加
型
で
会
社
の
重
要
な
活
動
と
な
っ
て
い
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

0
4
2
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〈
0
1
2
〉	

活
力
朝
礼
は
35
年
以
上
継
続
し
て
お
り
、

	

会
社
の
活
動
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　
0
4
4

〈
0
1
3
〉	

経
営
計
画
書
の
作
成
は
2
0
0
1（
平
成
13
）年
よ
り
始
め
、

	
20
年
以
上
継
続
し
て
お
り
、

	

企
業
活
動
の
指
針
と
し
て
共
有
し
て
い
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

0
4
6

〈
0
1
4
〉	

組
織
活
性
部
の
メ
ン
バ
ー
が
牽
引
役
と
な
り
、

	

社
員
一
人
ひ
と
り
が
自
分
事
と
捉
え
、
な
ぜ
、
何
の
た
め
の
活
動
な
の
か
を

	

意
識
し
て
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

0
4
8

〈
0
1
5
〉	

主
語
を
「
あ
な
た
→
私
→
私
た
ち
」
に
進
化
さ
せ
、

	

多
様
性
に
富
ん
だ
未
来
に
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

0
5
0

〈
0
1
6
〉	「
い
い
会
社
を
つ
く
ろ
う
！！
」
の
想
い
を

	

「
共
有
→
共
感
→
納
得
→
共
走
」
へ
の
実
践
で
実
現
す
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

0
5
2
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経
営
姿
勢

〈
0
1
7
〉	

思
い
立
っ
た
ら
、
先
送
り
せ
ず
に
や
る
べ
き
と
き
に
即
座
に
行
動
す
る
。

	

行
動
す
る
ま
で
諦
め
な
い
。（
二
代
目
良
一
妻
　
中
村 

あ
き
ゑ
）　

0
5
4

〈
0
1
8
〉	
商
売
人
は
、
猫
に
で
も
頭
を
下
げ
て
い
れ
ば
、

	
人
の
目
に
不
安
は
な
い
。（
二
代
目
良
一
妻
　
中
村 

あ
き
ゑ
）　

0
5
6

〈
0
1
9
〉	

戦
後
の
第
二
創
業
期
に
は
お
金
が
な
く
て
、
資
金
繰
り
に
は
相
当
苦
労
し
た
。

	

小
さ
な
お
金
も
決
し
て
粗
末
に
し
て
は
な
ら
な
い
。（
二
代
目
良
一
妻
　
中
村 

あ
き
ゑ
）　

0
5
8

〈
0
2
0
〉	

隣
の
土
地
は
高
く
て
も
買
っ
て
お
く
。（
二
代
目
　
中
村 

良
一
）　

0
6
0

〈
0
2
1
〉	

身
の
丈
に
合
っ
た
行
動
・
運
営
・
経
営
を
す
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
6
2

〈
0
2
2
〉	

競
合
す
る
同
業
者
の
成
功
・
発
展
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。

	

同
業
者
と
比
較
を
し
な
い
。（
三
代
目
　
中
村 
光
良
）　

0
6
4

〈
0
2
3
〉	

情
熱
は
負
け
な
い
。
堅
実
経
営
と
行
動
の
指
針
五
箇
条
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
6
6
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〈
0
2
4
〉	

経
営
は
衆
知
独
裁
で
進
め
る
。

	

個
人
の
単
独
の
考
え
で
の
判
断
は
避
け
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
6
8

〈
0
2
5
〉	

上
手
い
話
は
急
い
で
案
内
し
て
来
る
も
の
だ
。

	
上
手
い
話
に
は
の
る
な
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
7
0

〈
0
2
6
〉	

お
米
の
商
い
は
、
現
場
・
現
品
・
現
実
主
義
に
徹
す
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
7
2

〈
0
2
7
〉	

ダ
ム
経
営
を
常
に
意
識
し
て
実
践
し
、
災
害
や
環
境
変
化
な
ど
「
ま
さ
か
の
坂
」
に
遭
遇
し
て
も

	

継
続
で
き
る
体
質
に
す
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
7
4

〈
0
2
8
〉	

納
税
と
減
価
償
却
で
内
部
留
保
を
積
む
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
7
6

〈
0
2
9
〉	

利
益
は
申
告
す
る
と
60
%
は
会
社
に
残
る
が
、

	

経
費
は
使
っ
て
し
ま
っ
た
ら
全
額
残
ら
な
い
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
7
8

〈
0
3
0
〉	

収
益
は
分
配
せ
ず
に
会
社
に
蓄
積
す
る
、
株
主
配
当
は
し
な
い
。
創
業
以
来
出
し
て
い
な
い
。

	

会
社
の
内
部
留
保
で
残
す
。（
二
代
目
　
中
村 
良
一
）　

0
8
0
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〈
0
3
1
〉	「
ま
さ
か
の
坂
」
に
遭
遇
し
、
仮
に
単
年
度
で
数
億
円
の
赤
字
が
発
生
し
て
も
、

	

潰
れ
な
い
強
靭
な
体
質
の
会
社
を
つ
く
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
8
2

〈
0
3
2
〉	

米
穀
以
外
の
収
益
の
柱
を
構
築
す
る
た
め
に
、

	
内
部
留
保
は
賃
貸
不
動
産
な
ど
の

	
収
益
物
件
に
投
資
す
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
8
4

〈
0
3
3
〉	

競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
、

	

内
部
留
保
は
設
備
投
資
に
充
て
て

	

会
社
の
生
産
性
を
上
げ
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
8
6

〈
0
3
4
〉	

無
駄
な
経
費
は
徹
底
的
に
抑
え
る
が
、

	

生
き
た
お
金
は
惜
し
み
な
く
使
う
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
8
8

〈
0
3
5
〉	

月
次
試
算
表
を
欠
か
さ
ず
作
成
し
、
業
績
を
毎
月
見
え
る
化
し
て
確
認
し
、

	

感
覚
に
よ
る
判
断
で
は
な
く
、
根
拠
に
基
づ
い
た
判
断
を
行
う
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
9
0
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〈
0
3
6
〉	

繁
忙
期
に
お
い
て
も
同
様
で
、

	

無
理
し
て
で
も
月
末
在
庫
を
確
認
し
て
、
毎
月
方
針
を
検
討
す
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
9
2

〈
0
3
7
〉	

お
米
の
仕
入
れ
の
限
度
は
、

	
「
資
金
」
と
「
置
き
場
」
の
歯
止
め
を
仕
入
れ
数
量
の
目
安
と
す
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
9
4

〈
0
3
8
〉	

仕
入
れ
た
お
米
は
、
す
べ
て
現
金
と
同
様
で
あ
り
、

	

そ
の
気
持
ち
を
も
っ
て
大
切
に
取
り
扱
う
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
9
6

〈
0
3
9
〉	

ダ
ル
マ
は
傾
い
て
も
起
き
上
が
る
。

	

失
敗
し
て
も
３
割
位
の
損
な
ら
起
き
上
が
れ
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

0
9
8

〈
0
4
0
〉	

業
績
は
長
期
の
視
点
で
捉
え
、
3
年
間
の
中
で
6
勝
４
敗
な
ら

	

継
続
で
き
る
と
捉
え
て
経
営
を
行
う
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
0
0

〈
0
4
1
〉	

収
益
の
柱
を
複
数
立
て
て
、

	

お
米
の
相
場
の
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
0
2
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〈
0
4
2
〉	

企
業
体
力
の
範
囲
内
で
お
米
の
相
場
リ
ス
ク
を
抑
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

	

複
数
の
収
益
の
柱
を
立
て
て
、
企
業
体
力
が
増
し
た
結
果
、

	

最
も
相
場
変
動
が
大
き
い
く
ず
米
に
お
い
て
業
界
Ｎ
Ｏ
・
１
の
取
り
扱
い
量
と
な
っ
た
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
0
4

〈
0
4
3
〉	
地
域
を
含
め
た
社
会
貢
献
の
中
で
最
優
先
す
べ
き
こ
と
は
、

	
自
分
の
得
意
と
す
る
事
業（
会
社
）活
動
を
通
し
て

	

納
税
し
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

1
0
6

〈
0
4
4
〉	〈
家
訓
〉
株
の
相
場
に
は
の
る
な
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
0
8

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

〈
0
4
5
〉	

創
業
以
来
お
世
話
に
な
っ
た
登
録
農
家
さ
ん
に
は
、
	

そ
の
恩
に
応
え
て
い
く
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
1
0
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〈
0
4
6
〉	

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
登
録
農
家
さ
ん
か
ら
の
お
米
の
集
荷
は
、

	

今
後
も
最
優
先
で
行
う
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
1
2

〈
0
4
7
〉	

生
産
者
か
ら
直
接
集
荷
す
る
雑
穀
業
者
さ
ん
か
ら
の
買
い
入
れ
は
、

	
ど
ん
な
状
況
で
も
買
い
止
め
は
し
な
い
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
1
4

〈
0
4
8
〉	

雑
穀
業
者
さ
ん
が
集
荷
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
、
常
に
現
金
決
済
を
行
う
。

	

銀
行
が
休
み
の
日
で
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
1
6

〈
0
4
9
〉	

雑
穀
業
者
さ
ん
の
決
済
は
、
こ
れ
ま
で
現
金
払
い
を
し
な
か
っ
た
こ
と
は
な
い
。

	

常
に
現
金
払
い
で
あ
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
1
8

〈
0
5
0
〉	

雑
穀
業
者
さ
ん
の
中
に
は
商
売
の
行
儀
が
悪
い
人
も
い
る
が
、

	

来
る
者
は
拒
ま
ず
、
感
情
に
左
右
さ
れ
な
い
取
り
引
き
を
行
う
よ
う
に
す
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
2
0

〈
0
5
1
〉	

過
去
と
将
来
の
実
績
を
勘
案
し
て
、
ど
ん
な
状
況
で
も
雑
穀
業
者
さ
ん
を
守
り
、

	

元
々
の
関
係
性
を
忘
れ
ず
に
、
共
に
成
長
を
目
指
す
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
2
2
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〈
0
5
2
〉	

お
米
の
商
い
は
仕
入
れ
も
販
売
も
現
金
が
基
本
。

	

販
売
に
お
け
る
与
信
管
理
は
最
優
先
で
、
貸
し
倒
れ
は
な
く
す
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
2
4

〈
0
5
3
〉	

各
産
地
の
問
屋
か
ら
仕
入
れ
る
お
米
は
、
請
求
書
が
来
て
か
ら
３
日
以
内
に
払
う
。

	
業
界
の
中
で
日
本
一
決
済
が
早
い
と
自
負
し
て
い
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
2
6

〈
0
5
4
〉	
金
融
機
関
と
借
り
入
れ
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
を
し
っ
か
り
履
行
し
て
き
た
た
め
、

	

十
分
な
借
り
入
れ
枠
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
2
8

〈
0
5
5
〉	

仕
入
れ
資
金
で
あ
る
金
融
機
関
か
ら
の
短
期
借
入
金
は
、

	

決
算
月（
７
月
末
）ま
で
に
返
済
す
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
3
0

〈
0
5
6
〉	

お
米
の
仕
入
れ
以
外
の
一
般
経
費
の
支
払
い
は
、
月
末
に
締
め
て
基
本
的
に
は
翌
月
10
日
に
現
金
で
支
払
う
。

	

約
束
手
形
は
発
行
し
な
い
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
3
2

〈
0
5
7
〉	

仕
入
れ
先
、
調
達
先
は
で
き
る
だ
け
変
え
な
い
。
	

共
存
共
栄
を
目
指
す
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
3
4
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〈
0
5
8
〉	

販
売
先
だ
け
で
な
く
、
仕
入
れ
先
な
ど
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は

	

お
客
様
と
し
て
真
摯
な
姿
勢
で
共
に
歩
む
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
3
6

こ
の
先
の
1
0
0
年
を
創
る
た
め
に

〈
0
5
9
〉	

見
取
学
問
。
自
分
で
見
て
取
っ
て
学
ぶ
。（
二
代
目
　
中
村 

良
一
）　
1
3
8

〈
0
6
0
〉	

ど
ん
な
優
秀
な
大
学
よ
り
も
社
会
の
実
践
大
学
。（
二
代
目
　
中
村 

良
一
）　
1
4
0

〈
0
6
1
〉	

肉
を
切
ら
せ
て
骨
を
断
つ
。（
二
代
目
　
中
村 

良
一
）　
1
4
2

〈
0
6
2
〉	

我
は
我
、
人
は
人
。
自
分
の
信
念
を
貫
く
。（
二
代
目
　
中
村 

良
一
）　
1
4
4

〈
0
6
3
〉	

会
社
の
大
き
さ
よ
り
、
努
力
す
る
者
は
お
っ
か
な
い
。（
二
代
目
　
中
村 

良
一
）　
1
4
6

〈
0
6
4
〉	

経
営
の
目
的
は
、
理
念
経
営
が
す
べ
て
で
あ
り
、
オ
ー
ル
ラ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
世
の
中
の
役
に
立
つ
活
動
を

	

社
員
と
共
に
目
指
し
進
化
し
続
け
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

1
4
8
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〈
0
6
5
〉	

会
社
は
社
員
の
幸
せ
の
た
め
に
あ
る
。
そ
れ
が
経
営
者
を
含
め
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

	

幸
せ
に
つ
な
が
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

1
5
0

〈
0
6
6
〉	

年
輪
経
営
の
考
え
方
に
て
、
健
全
で
強
い
体
質
作
り
を
心
が
け
、

	
し
っ
か
り
し
た
根
と
幹
を
地
道
に
育
て
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

1
5
2

〈
0
6
7
〉	
仕
事
を
通
し
て
物
心
両
面
の
幸
せ
を
目
指
し
、

	

自
己
実
現
を
図
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

1
5
4

〈
0
6
8
〉	

競
争
相
手
に
勝
つ
こ
と
を
優
先
に
せ
ず
、「
負
け
な
い
経
営
」
に
て
し
っ
か
り
と
進
み
、

	

業
界
N
O
・
1
の
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
す
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

1
5
6

〈
0
6
9
〉	

投
資
先
行
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
よ
り
、

	

常
に
最
新
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
更
新
し
続
け
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

1
5
8

〈
0
7
0
〉	

社
員
の
幸
せ
実
現
の
た
め
に
「
人
間
力
の
向
上
」
を
目
的
と
し
た
社
内
外
の
研
修
に
も

	

積
極
的
に
投
資
し
て
い
く
。（
四
代
目
　
中
村 
信
一
郎
）　

1
6
0
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〈
0
7
1
〉	

ナ
カ
リ
が
入
会
し
て
い
る
倫
理
法
人
会
の
活
動
に
、
多
く
の
社
員
が
積
極
的
に
参
加
し
て

	

自
己
研
鑽
を
目
指
し
て
い
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

1
6
2

〈
0
7
2
〉	

経
営
者
は
、
謙
虚
に
、
明
る
く
、
ひ
た
す
ら
努
力
す
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

1
6
4

〈
0
7
3
〉	
次
世
代
に
適
正
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

	

会
社
に
関
わ
る
法
律
の
仕
組
み
を
正
し
く
知
る
こ
と
に
努
め
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

1
6
6

〈
0
7
4
〉	

経
営
者
の
使
命
は
次
世
代
の
繁
栄
が
最
優
先
。

	

自
分
の
代
で
次
世
代
の
た
め
に
や
れ
る
備
え
を
尽
く
す
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

1
6
8

〈
0
7
5
〉	

会
社
の
経
営
者
は
、
継
続
・
繁
栄
す
る
た
め
の
使
命
を
も
っ
た
担
当
者
と
考
え
て
職
務
を
全
う
す
る
。

	

ス
チ
ュワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
考
え
を
徹
底
す
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

1
7
0

〈
0
7
6
〉	

オ
ー
ナ
ー
経
営
者
が
効
率
よ
く
事
業
承
継
す
る
に
は
、

	

会
社
に
財
産
を
残
し
、
株
式
異
動
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が

	

最
も
効
率
的
で
あ
り
、
望
ま
し
い
。（
四
代
目
　
中
村 
信
一
郎
）　

1
7
2
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〈
0
7
7
〉	

事
業
承
継
で
行
う
自
社
株
式
の
異
動
に
よ
っ
て
発
生
す
る
納
税
は
、

	

で
き
る
だ
け
自
分
の
代
で
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

1
7
4

〈
0
7
8
〉	

事
業
承
継
に
お
い
て
後
継
者
が
決
ま
り
次
第
、

	
万
が
一の
場
合
に
備
え
て
可
能
な
限
り

	
そ
の
時
点
で
の
遺
言
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

1
7
6

〈
0
7
9
〉	「
明
朗
・
愛
和
・
喜
働
」
を
純
情（
す
な
お
）な
心
に
よ
っ
て
、

	

日
々
の
仕
事
や
生
活
の
実
践
を
目
指
す
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

1
7
8

中
村
家
〈
家
訓
〉

〈
0
8
0
〉	 

家
訓

	

一
、
金
銭
の
保
証
に
な
る
な
。	

一
、
儲
か
る
話
に
乗
る
な
。	

一
、
株
の
相
場
を
は
る
な
。

	

一
、
礼
儀
・
挨
拶
の
徹
底
。	

一
、
家
族
の
和
合
。	

（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
8
0
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〈
0
8
1
〉	

天
は
二
物
を
与
え
ず
。
し
か
し
一
物
は
も
っ
て
い
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
8
2

〈
0
8
2
〉	「
謙
虚
さ
」
は
魔
除
け
で
あ
り
、
悪
い
人
は
寄
っ
て
こ
な
い
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

1
8
4

〈
0
8
3
〉	〈
遺
言
〉

	
連
帯
保
証
の
依
頼
は
ど
ん
な
に
身
近
な
人
や
会
社
か
ら
で
も
断
る
こ
と
。（
二
代
目
　
中
村 

良
一
）　
1
8
6

〈
0
8
4
〉	〈
遺
言
〉

	

生
活
は
質
素
に
生
き
ろ
。
無
駄
は
ご
法
度
。（
二
代
目
　
中
村 

良
一
）　
1
8
8

〈
0
8
5
〉	

夜
は
ど
ん
な
に
遅
く
て
も
早
起
き
は
ル
ー
ル
。

	

朝
起
き
の
時
間
を
使
っ
た
仕
事
が
一日
の
仕
事
を
決
め
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
9
0

〈
0
8
6
〉	

納
税
と
選
挙
の
投
票
は
、
国
民
の
義
務
だ
か
ら
必
ず
果
た
す
。（
二
代
目
　
中
村 

良
一
）　
1
9
2

〈
0
8
7
〉	

生
命
の
元
は
親
し
か
い
な
い
。
親
を
敬
う
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
9
4

〈
0
8
8
〉	

子
は
親
の
心
を
実
演
す
る
名
優
で
あ
る
。

	

子
供
は
親
の
背
中
を
見
て
育
つ
。（
三
代
目
　
中
村 
光
良
）　

1
9
6
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〈
0
8
9
〉	

車
や
身
に
つ
け
る
も
の
は
見
栄
を
張
ら
な
い
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

1
9
8

〈
0
9
0
〉	

会
社
と
家
族
を
守
る
こ
と
が
何
よ
り
も
優
先
の
人
生
。

	

結
果
的
に
自
分
を
取
り
巻
く
人
た
ち
の
た
め
に
な
る
。（
二
代
目
　
中
村 

良
一
）　
2
0
0

〈
0
9
1
〉	
会
社
の
繁
栄
存
続
に
は
、
家
族
の
和
合
が
必
須
で
あ
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

2
0
2

〈
0
9
2
〉	
親
不
孝
と
朝
寝
坊
で
成
功
し
た
人
は
い
な
い
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

2
0
4

〈
0
9
3
〉	

親
不
孝
だ
け
で
な
く
子
不
孝
し
な
い
よ
う
に
、

	

年
齢
が
上
が
っ
て
も
心
身
と
も
に
鍛
錬
を
続
け
る
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

2
0
6

〈
0
9
4
〉	

経
営
者
は
公
私
混
同
し
な
い
。
会
社
優
先
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

2
0
8

〈
0
9
5
〉	

経
営
者
は
金
銭
面
や
交
友
関
係
な
ど
、
身
辺
を
綺
麗
に
す
る
。（
三
代
目
　
中
村 

光
良
）　

2
1
0

〈
0
9
6
〉	

会
社
の
継
続
の
た
め
に
も
、

	

経
営
者
の
定
期
的
な
健
康
診
断
は
欠
か
さ
な
い
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

2
1
2

〈
0
9
7
〉	

名
誉
職
や
政
治
の
世
界
に
は
決
し
て
か
か
わ
ら
な
い
。（
二
代
目
　
中
村 

良
一
）　
2
1
4
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〈
0
9
8
〉	

中
村
家
が
も
ら
う
給
料
は
、

	

会
社
へ
貸
し
付
け
て
会
社
の
資
金
繰
り
に
利
用
す
る
。（
二
代
目
　
中
村 

良
一
）　
2
1
6

〈
0
9
9
〉	

生
涯
現
役
。

	
会
社
継
続
の
た
め
、
退
職
金
は
死
亡
後
に
も
ら
う
。（
二
代
目
　
中
村 

良
一
）　
2
1
8

〈
1
0
0
〉	

座
右
の
銘
は
「
一
生
勉
強 

一
生
青
春
」。

	

青
春
と
は
、
好
奇
心
と
情
熱
を
も
ち
続
け
れ
ば
、

	

い
く
つ
に
な
っ
て
も
そ
れ
は
青
春
だ
。（
四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
）　

2
2
0

ナ
カ
リ
株
式
会
社
経
営
者
肖
像
・
中
村
家
家
系
図　

2
2
2
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良い会社を創るために

語

リ

カ

ナ

録

当
た
り
前
の
事
を
、
当
た
り
前
に
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

001

022



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

松
尾
芭
蕉
の
「
不
易
流
行
」
や
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
創
業
者
・
鍵
山
秀
三
郎
氏
の
「
凡
事
徹
底
」
と

同
様
の
趣
旨
で
あ
り
、
ナ
カ
リ
の
大
切
な
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
不
易
」
は
「
い
つ

の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
も
の
」を
意
味
す
る「
不
易
」と
同
じ
意
味
を
表
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

挨
拶
・
返
事
・
後
始
末
・
靴
を
揃
え
る
・
親
孝
行
・
物
を
大
事
に
す
る
な
ど
が
、
こ
の
「
当
た
り

前
の
事
を
、
当
た
り
前
に
」
で
す
。
こ
れ
は
会
長
の
口
癖
で
す
。
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良い会社を創るために

語

リ

カ

ナ

録

挨
拶
、
返
事
、
後
始
末
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

002

024



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

当
た
り
前
の
第
一
と
し
て
「
挨
拶
・
返
事
・
後
始
末
」
を
三
代
目
光
良
は
常
に
口
癖
と
し
て
い
ま

す
。
礼
儀
は
体
で
示
す
言
葉
だ
と
言
わ
れ
、
挨
拶
は
そ
の
礼
儀
の
入
口
で
す
。
そ
れ
に
対
す
る

返
事
は
相
手
に
対
す
る
意
思
表
示
で
あ
り
誠
意
と
言
え
、
人
間
関
係
を
築
く
上
で
の
大
事
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
で
す
。
後
始
末
は
、「
や
り
っ
ぱ
な
し
は
何
も
し
な
い
よ
り
も
ま
だ

悪
い
。（
管
理
者
養
成
学
校
、
地
獄
の
特
訓
よ
り
）」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
最
後
が
と
て
も
重
要

で
す
。

025



良い会社を創るために

語

リ

カ

ナ

録

清
く
、
正
し
く
、
朗
ら
か
に
生
き
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

003

026



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

宝
塚
歌
劇
団
の
校
訓
か
ら
導
い
た
言
葉
で
す
。
宝
塚
歌
劇
団
で
は
「
清
く
、
正
し
く
、
美
し
く
」

で
す
が
、
ナ
カ
リ
で
は
、
朗
ら
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
今
の
時
代
の
お
互
い
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。（
語
録
0
7
9
）

人
生
3
0
0
0
0
日
（
語
録
0
0
7
）
と
い
う
言
い
方
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
健
康
で
元
気

に
生
活
で
き
る
期
間
の
目
安
で
あ
り
、
約
27
歳
で
1
0
0
0
0
日
、
約
55
歳
で
2
0
0
0
0
日
、

約
82
歳
が
3
0
0
0
0
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
誰
に
で
も
限
り
の
あ
る
人
生
で
す
。

3
0
0
0
0
日
か
ら
逆
算
し
て
、
限
り
の
あ
る
日
々
を
精
一
杯
、「
清
く
、
正
し
く
、
朗
ら
か
に
」

歩
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

027



良い会社を創るために

語

リ

カ

ナ

録

人
の
話
を
聞
く
よ
り
も

実
際
に
見
に
い
っ
て
確
認
す
る
こ
と
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

004

028



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

ナ
カ
リ
の
仕
事
は
お
米
の
現
物
を
扱
う
仕
事
で
す
。
現
場
・
現
実
・
現
物
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
言
葉
通
り
、
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
で
、
お
米
の
商
材
は
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の

が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
が
重
要
と
い
う
教
訓
で
す
。
こ
の
考
え
方
と
精

神
が
、
ナ
カ
リ
の
す
べ
て
の
事
業
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

029



良い会社を創るために

語

リ

カ

ナ

録

仕
事
を
通
し
て
自
分
の
人
生
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
築
し
、

な
ぜ
、
何
の
た
め
の
行
動
か
を
常
に
意
識
し
て
、

自
己
実
現
を
目
指
す
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

005

030



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

私
た
ち
が
日
々
の
仕
事
を
行
う
上
で
、
何
を
目
指
し
て
、
ど
の
よ
う
な
心
が
け
を
持
つ
こ
と
が

自
分
の
人
生
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

イ
ソ
ッ
プ
の
寓
話
に
「
3
人
の
レ
ン
ガ

職
人
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
通
り
す
が
り
の
人
が
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
町
で
重
た
い
レ

ン
ガ
を
運
ん
で
は
積
ん
で
い
る
3
人
の
レ
ン
ガ
職
人
に
「
あ
な
た
は
何
を
し
て
い
る
の
で
す

か
？
」
と
い
う
同
じ
質
問
を
し
ま
し
た
。
1
人
目
の
職
人
は
「
レ
ン
ガ
を
積
ん
で
い
る
。
暑
く

て
大
変
で
こ
り
ご
り
だ
」と
答
え
ま
し
た
。
2
人
目
の
職
人
の
答
え
は「
レ
ン
ガ
を
積
ん
で『
壁
』

を
造
っ
て
い
る
。
大
変
だ
け
ど
金
が
良
い
か
ら
や
っ
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
3
人
目

は
「
レ
ン
ガ
を
積
ん
で
、
後
世
に
残
る
『
大
聖
堂
』
を
造
っ
て
い
る
。
こ
の
仕
事
に
就
け
て
光

栄
だ
よ
」
と
誇
ら
し
げ
な
顔
を
し
ま
し
た
。
同
じ
仕
事
を
し
て
も
、
考
え
方
に
よ
っ
て
や
り
が

い
や
達
成
感
は
全
く
異
な
り
ま
す
。
仕
事
を
通
し
て
、
常
に
な
ぜ
、
何
の
た
め
に
行
動
し
て
い

る
の
か
を
意
識
し
て
、
自
己
実
現
を
目
指
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

031



良い会社を創るために

語

リ

カ

ナ

録

自
己
の
人
格
を
上
げ
る
た
め
の
努
力
を
続
け
、

亡
く
な
る
と
き
が

最
高
の
人
格
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
努
め
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

006

032



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

「
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
人
格
を
磨
き
続
け
、
人
生
が
終
わ
る
と
き
に
生
ま
れ
た
と
き
よ
り
も
で
き

る
だ
け
人
格
を
高
め
て
お
返
し
す
る
」
と
い
う
京
セ
ラ
の
稲
盛
和
夫
氏
の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

年
齢
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
あ
る
年
齢
に
な
る
と
体
の
成
長
は
止
ま
り
、
記
憶
力
な
ど
は
衰
え

て
い
き
ま
す
が
、
人
格
だ
け
は
最
後
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
心
を
変
え
る
の
で
は
な

く
、
学
び
続
け
る
こ
と
に
よ
り
磨
い
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
す
。
自
分
を
磨
き
続
け
る
人
生

を
歩
み
、
人
生
を
終
え
る
と
き
が
自
己
の
最
高
の
人
格
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
目
指
し
て
行
動

し
て
参
り
た
い
も
の
で
す
。

033



良い会社を創るために

語

リ

カ

ナ

録

人
生
で
決
ま
っ
て
い
る
の
は
、

①
1
0
0
%
い
つ
か
は
亡
く
な
る

②
そ
れ
が
い
つ
な
の
か
分
か
ら
な
い

③
人
生
は
一
回
し
か
な
い

だ
か
ら
今
を
精
一
杯
生
き
る
。

四
代
目
　
中
村 
信
一
郎

007

034



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

人
生
の
3
つ
の
そ
も
そ
も
論
で
す
。
す
べ
て
の
人
間
に
共
通
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
前
提
の
も
と
に
私
た
ち
は
生
き
て
い
ま
す
。
①
人
生
の
終
末
は
万
人
に
共
通
し
て
訪
れ
ま

す
、
そ
の
目
安
と
し
て
人
生
（
健
康
寿
命
）
は
3
0
0
0
0
日
（
約
82
歳
）
で
す
。「
生
ま
れ
て
か

ら
の
日
数
は
今
日
で
何
日
目
に
な
る
の
か
？
」「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
糧
に
し
て
残
り
の
日
々
を

充
実
し
て
送
っ
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
？
」
を
自
問
し
、
限
ら
れ
た
日
々
を
し
っ

か
り
意
識
し
て
、
今
日
か
ら
の
一
日
一
日
を
充
実
し
た
毎
日
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
②
人
生

3
0
0
0
0
日
は
、
あ
く
ま
で
も
目
安
で
あ
っ
て
、
人
生
の
終
末
は
い
つ
訪
れ
る
の
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
③
一
度
し
か
な
い
人
生
を
日
々
精
一
杯
生
き
切
る
こ
と
を
意
識
し
て
生
活
し
て
参
り

ま
し
ょ
う
。

035



良い会社を創るために

語

リ

カ

ナ

録

仕
事
の
報
酬
は
４
つ
。

①
お
金　

②
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

③
仕
事
の
報
酬
は
仕
事　

④
仕
事
を
通
じ
て
人
間
性
・
人
格
の
向
上

を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

008

036



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

仕
事
の
報
酬
は
次
の
4
つ
で
す
。
①
お
金
は
生
活
す
る
上
で
必
ず
必
要
な
報
酬
で
す
。
②
ス
キ

ル
ア
ッ
プ（
能
力
向
上
）も
報
酬
で
す
。
自
分
の
能
力
向
上
が
喜
び
に
な
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、

職
人
さ
ん
が
ど
ん
ど
ん
腕
を
上
げ
、
仕
事
を
任
せ
ら
れ
る
こ
と
が
喜
び
と
な
る
達
成
感
も
報
酬

と
捉
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
③
仕
事
の
報
酬
は
仕
事
。
ど
ん
な
に
自
分
が
満
足
し
た
仕
事
で
あ

っ
て
も
お
客
様
か
ら
注
文（
仕
事
）を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
仕
事
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

仕
事
の
報
酬
は
仕
事
な
の
で
す
。
④
仕
事
を
通
じ
た
人
間
性
と
人
格
の
向
上
で
す
。
生
活
の
中

で
仕
事
が
占
め
る
割
合
は
他
の
ど
の
活
動
よ
り
も
長
い
時
間
を
有
し
ま
す
。
自
己
啓
発
の
個
人

的
な
勉
強
に
よ
っ
て
人
間
性
や
人
格
を
上
げ
る
こ
と
よ
り
も
、
仕
事
を
通
し
て
時
代
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
に
自
己
を
磨
い
て
い
く
こ
と
の
ほ
う
が
大
切
で
す
。

037



良い会社を創るために

語

リ

カ

ナ

録

仕
事
を
通
し
て

社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
生
に
お
い
て
自
身
の
自
己
実
現
を

目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

009

038



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

稲
盛
和
夫
氏
が
創
業
し
た
京
セ
ラ
の
経
営
理
念
は
「
全
従
業
員
の
物
心
両
面
の
幸
福
を
追
求
す

る
と
同
時
に
、
人
類
、
社
会
の
進
歩
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。
人
生
を
豊
か
に

生
き
る
に
は
仕
事
に
よ
る
人
間
性
の
成
長
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
仕
事
の

内
容
は
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
時
代
要
求
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
、
個
人
の
成
長
に
つ

な
が
っ
て
い
て
、
間
接
的
で
す
が
世
の
中
の
進
歩
発
展
に
貢
献
す
る
一
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
で
貢
献
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
身
の
達
成
感
と
充
実
を
感
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
実

現
が
成
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

039



良い会社を創るために

語

リ

カ

ナ

録

人
間
の
使
命
は
、

①
生
き
て
い
る
こ
と

②
そ
れ
自
体
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と

③
自
己
の
能
力
を
使
っ
て
仕
事
を
通
し
て

人
類
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

010

040



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

人
間
が
生
き
て
い
る
意
味
と
使
命
で
す
。
①
人
間
と
し
て
生
き
て
い
る
こ
と
自
体
が
奇
跡
な
の

で
す
。
植
物
で
あ
れ
動
物
で
あ
れ
、
今
生
き
て
い
る
こ
と
、
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
意
味
が
あ

る
の
で
す
。
ど
ん
な
生
き
物
も
そ
の
時
代
に
生
き
て
い
る
こ
と
自
体
で
進
化
し
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。
生
き
て
い
る
、
存
在
し
て
い
る
だ
け
で
奇
跡
で
あ
り
、
点
数
を
付
け
る
と

す
れ
ば
1
0
0
点
な
の
で
す
。
私
た
ち
は
生
き
て
い
る
こ
と
自
体
に
感
謝
し
て
、
そ
れ
に
プ
ラ

ス
し
て
1
0
0
点
以
上
の
人
生
を
目
指
す
気
持
ち
が
重
要
で
す
。
②
人
間
に
限
ら
ず
生
き
て
い

る
も
の
す
べ
て
は
、
次
の
世
代
に
命
を
つ
な
げ
る
使
命
を
負
っ
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
理
（
こ

と
わ
り
）
で
す
。
③
自
分
が
生
来
も
っ
て
い
る
能
力
を
磨
き
、
伸
ば
し
、
で
き
る
だ
け
発
揮
し

て
人
類
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
生
き
て
い
る
間
の
役
割
な
の
で
す
。
一
方
で
私
た
ち

は
生
き
て
い
る
、
普
通
に
生
活
し
て
い
る
だ
け
で
知
ら
な
い
う
ち
に
人
類
社
会
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
る
の
で
す
。

041



良い会社を創るために

語

リ

カ

ナ

録

「
安
全
第
一
、
効
率
第
二
」。

安
全
衛
生
委
員
会
の
活
動
は
、

全
員
参
加
型
で
会
社
の
重
要
な
活
動
と
な
っ
て
い
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

011

042



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

「
ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
の
宅
急
便
」
の
生
み
の
親
と
し
て
知
ら
れ
る
小
倉
昌
男
氏
の
著
書
『
経
営
学
』

に
あ
る
一
節
を
ナ
カ
リ
で
も
採
用
し
ま
し
た
。
ナ
カ
リ
で
は
約
20
年
前
に
大
き
な
労
災
が
発
生

し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
風
潮
と
し
て
、
怪
我
を
す
る
の
は
社
員
の
注
意
不
足
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
労
災
を
機
に
安
全
衛
生
活
動
を
す
で
に
取
り
入
れ
て
い
た

仕
入
れ
先
に
約
10
名
の
社
員
が
赴
き
、
ナ
カ
リ
の
安
全
衛
生
委
員
会
は
発
足
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
毎
月
休
む
こ
と
な
く
2
0
0
回
以
上
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
活
動
は
、

ナ
カ
リ
の
業
務
の
す
べ
て
の
危
険
度
を
評
価
し
、
危
険
度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
改
善
を
行

う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
時
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
危
険
箇
所
は
概
ね
改
善
さ
れ
、
新
た

な
設
備
に
関
し
て
も
そ
の
都
度
危
険
評
価
を
実
施
し
て
安
全
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。
ナ
カ
リ

の
仕
事
は
社
員
の
安
全
と
健
康
を
担
保
す
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
。
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良い会社を創るために

語

リ

カ

ナ

録

活
力
朝
礼
は
35
年
以
上
継
続
し
て
お
り
、

会
社
の
活
動
の
柱
と
な
っ
て
い
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

012

044



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

仕
事
に
お
い
て
朝
一
番
の
活
動
が
充
実
し
た
一
日
の
鍵
と
な
り
ま
す
。
ナ
カ
リ
の
活
力
朝
礼
の

内
容
は
「
会
社
の
縮
図
」
と
捉
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
ナ
カ
リ
の
各
種
の
活
動
が
朝
礼
の
充

実
に
よ
っ
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
1
9
8
3
（
昭
和
58
）
年
の
管
理
者
養
成
学
校

（
地
獄
の
特
訓
）
へ
の
社
員
の
派
遣
か
ら
こ
の
活
力
朝
礼
は
始
ま
り
、
そ
の
研
修
を
終
え
た
社
員

が
指
導
者
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
研
修
の
成
果
を
取
り
入
れ
て
現
在
の
形
に
な
っ
て
い
ま

す
。
新
卒
や
中
途
採
用
の
新
入
社
員
の
最
初
の
仕
事
は
朝
礼
を
習
得
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
本
社
構
内
で
実
施
す
る
朝
礼
は
、
毎
朝
約
50
名
が
参
加
し
、
そ
こ
か
ら
各
現
場
へ
移
動
し

て
仕
事
を
始
め
る
た
め
、
仕
事
に
就
く
ま
で
に
約
20
分
か
ら
30
分
を
要
し
ま
す
。
こ
れ
を
金
額

に
換
算
す
る
と
、
年
間
約
5
0
0
万
円
を
超
え
ま
す
が
、
今
後
も
会
社
の
活
動
の
縮
図
と
捉
え
、

ナ
カ
リ
の
重
要
な
活
動
と
し
て
継
続
し
て
参
り
ま
す
。
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良い会社を創るために

語

リ

カ

ナ

録

経
営
計
画
書
の
作
成
は
2
0
0
1（
平
成
13
）年
よ
り
始
め
、

20
年
以
上
継
続
し
て
お
り
、

企
業
活
動
の
指
針
と
し
て
共
有
し
て
い
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

013

046



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

経
営
計
画
書
の
始
ま
り
は
、
四
代
目
信
一
郎
が
2
0
0
1
（
平
成
13
）
年
に
宮
城
県
倫
理
法
人
会

の
倫
理
経
営
塾
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
学
び
に
よ
っ
て
、
経
営
方
針
を
明

文
化
し
ま
し
た
。
そ
の
最
た
る
成
果
は
経
営
の
目
的
で
あ
る
「
経
営
理
念
」
を
作
成
し
、
将
来

へ
の
御み

旗は
た

を
あ
げ
た
こ
と
で
す
。
ナ
カ
リ
は
何
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
？　

社
員
の
皆
さ
ん
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
方
々
と
何
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
く
の
か
？　

そ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
経
営
者
は
何
を
思
っ
て
経
営
し
て
い
く
の
か
？　

そ
の
問
い
か
け
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
目
指
す
活
動
を
考
え
た
上
で
、
そ
の
機
会
に
商
号
を
『
株
式
会
社

中
利
商
店
』
か
ら
『
ナ
カ
リ
株
式
会
社
』
へ
変
更
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で

継
続
し
て
毎
年
経
営
計
画
書
を
作
成
し
、
そ
れ
を
全
社
員
が
共
有
す
べ
く
、
経
営
計
画
発
表
会

を
毎
年
決
算
期
の
７
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
初
、
こ
の
経
営
計
画
書
の
内
容
は
社
長
が
大

部
分
を
作
成
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
組
織
活
性
部
が
中
心
と
な
り
、
社
員
の
皆
さ
ん
が

自
分
事
と
し
て
9
割
方
を
作
成
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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良い会社を創るために

語

リ

カ

ナ

録

組
織
活
性
部
の
メ
ン
バ
ー
が
牽
引
役
と
な
り
、

社
員
一
人
ひ
と
り
が
自
分
事
と
捉
え
、

な
ぜ
、
何
の
た
め
の
活
動
な
の
か
を

意
識
し
て
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

014

048



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

（
株
）
タ
ナ
ベ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
次
世
代
幹
部
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ー

ド
」
を
学
ん
だ
メ
ン
バ
ー
が
、
会
社
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
ナ
カ
リ
組
織
活
性
部
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
組
織
活
性
部
は
毎
年
目
指
す
べ
き
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
経
営
計
画
書
に
も
明
記
し
て

ナ
カ
リ
全
体
の
活
動
と
し
て
精
度
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
時
代
環
境
が
求
め
る
要
求
事
項
を
ナ

カ
リ
の
現
場
の
活
動
に
落
と
し
込
ん
で
、
全
社
員
の
協
力
の
も
と
、
10
年
以
上
継
続
し
て
進
め

て
参
り
ま
し
た
。
現
在
の
活
動
に
お
い
て
は
、
イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
推
進
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
・
S
D
G
s
推
進
・
健
康
経
営
の
浸
透
な
ど
の
時
代
要
求
を
先
取
り
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ナ
カ
リ
1
0
0
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
2
回
目
の
「
ジ
ュ
ニ
ア

ボ
ー
ド
」
研
修
を
一
年
間
か
け
て
行
い
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
「
チ
ー
ム
コ
ネ
ク
ト
」
が

組
織
さ
れ
、「
会
社
の
体
温
を
上
げ
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
楽
し
く
、
シ
ン
プ
ル
に
「
そ
う
だ
よ
ね
」

を
合
言
葉
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
、
そ
の
活
動
に
も
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
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良い会社を創るために

語

リ

カ

ナ

録

主
語
を
「
あ
な
た
→
私
→
私
た
ち
」
に
進
化
さ
せ
、

多
様
性
に
富
ん
だ
未
来
に
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

015

050



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

世
界
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る
『
7
つ
の
習
慣
』（
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
R
・
コ
ヴ
ィ
ー
著
）
で
言
っ

て
い
る
成
長
ス
テ
ー
ジ
は
、「
依
存
→
自
立
→
相
互
依
存
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ナ
カ
リ
の
社
員

の
皆
さ
ん
の
意
識
は
「
あ
な
た
に
し
て
も
ら
う
（
依
存
）」
→
「
私
が
す
る
（
自
立
）」
→
「
私
た

ち
の
互
い
の
強
み
を
出
し
合
っ
て
成
果
を
発
揮
す
る
（
相
互
依
存
）」
と
い
う
あ
り
方
を
目
指
す

べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
日
頃
の
活
動
に
お
け
る
主
語
を
「
私
が
」
か
ら
「
私
た
ち
」
と
し
、
会

社
全
体
の
こ
と
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
、
w
i
n
─

w
i
n
の
方
向
へ
と
共
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が

多
様
性
に
富
ん
だ
未
来
に
向
け
た
や
り
方
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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良い会社を創るために

語

リ

カ

ナ

録

「
い
い
会
社
を
つ
く
ろ
う
！！
」
の
想
い
を

「
共
有
→
共
感
→
納
得
→
共
走
」へ
の
実
践
で
実
現
す
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

016

052



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

長
野
県
に
伊
那
食
品
工
業
と
い
う
会
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
会
社
の
経
営
理
念
は
「
い
い
会
社

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
考
え
方
の
基
に
は
「
会
社
の
目
的
は
社
員
が

幸
せ
に
な
る
た
め
に
存
在
す
る
」
と
い
う
大
前
提
が
あ
り
ま
す
。
ナ
カ
リ
に
お
い
て
も
、
現
在

進
行
形
で
社
員
の
皆
さ
ん
が
自
ら
幸
せ
に
な
る
た
め
に
、
自
分
が
何
を
す
べ
き
な
の
か
を
社
員

一
丸
と
な
っ
て
考
え
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
社
員
の
皆
さ
ん
が
会
社
の
活
動
を
自
分
事
と
し
て

実
践
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
互
い
に
情
報
を
共
有
し
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
共
感

し
て
自
ら
が
納
得
し
た
活
動
に
落
と
し
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
成
果
を
得
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

ス
ト
ー
リ
ー
が
社
員
一
人
ひ
と
り
の
自
己
実
現
へ
と
つ
な
が
り
、
幸
せ
に
通
じ
て
い
る
の
で
す
。

ナ
カ
リ
で
は
、
経
営
者
を
含
め
、
社
員
全
員
が
自
己
実
現
を
目
指
し
て
「
共
有
→
共
感
→
納
得

→
共
走
」
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

思
い
立
っ
た
ら
、

先
送
り
せ
ず
に
や
る
べ
き
と
き
に
即
座
に
行
動
す
る
。

行
動
す
る
ま
で
諦
め
な
い
。

二
代
目
良
一
妻
　
中
村 

あ
き
ゑ

017

054



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

二
代
目
良
一
の
妻
・
あ
き
ゑ
（
以
後
、
あ
き
ゑ
）
は
、
中
新
田
の
米
問
屋
の
娘
さ
ん
で
し
た
。
根

っ
か
ら
の
商
家
の
娘
と
し
て
の
考
え
方
や
行
動
を
象
徴
し
て
い
る
言
葉
で
す
。
例
え
ば
、
秋
の

収
穫
時
に
は
、
毎
朝
４
時
頃
か
ら
集
荷
業
者
さ
ん
に
対
し
て
業
務
開
始
を
促
す
電
話
を
か
け
始

め
、
そ
れ
に
業
者
も
鼓
舞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
が
担
当
す
る
不
動
産
の
物
件
の
修

理
修
繕
に
関
し
て
も
思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
手
配
し
な
け
れ
ば
気
が
済
ま
ず
、
昼
夜
問
わ
ず
相
手

が
動
く
ま
で
電
話
を
か
け
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
情
熱
に
打
た
れ
た
業
者
さ
ん
も
無
理
難
題

に
真
摯
に
応
え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
即
行
動
す
る
精
神
が
現
在
で
も
ナ
カ
リ
の
考
え
方

の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

商
売
人
は
、
猫
に
で
も
頭
を
下
げ
て
い
れ
ば
、

人
の
目
に
不
安
は
な
い
。

二
代
目
良
一
妻
　
中
村 

あ
き
ゑ

018

056



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

こ
ち
ら
も
根
っ
か
ら
の
商
家
の
娘
で
あ
る
、
あ
き
ゑ
の
言
葉
で
す
。
仕
事
や
私
生
活
に
お
い
て
、

ど
ん
な
振
る
舞
い
が
経
営
者
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
の
か
を
示
し
た
言
葉
の
一
つ
で
す
。
自
分

が
知
ら
な
く
て
も
周
り
が
自
分
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。

謙
虚
な
姿
勢
を
示
す
理
屈
の
な
い
行
動
を
表
し
た
言
葉
で
す
。
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経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

戦
後
の
第
二
創
業
期
に
は
お
金
が
な
く
て
、

資
金
繰
り
に
は
相
当
苦
労
し
た
。

小
さ
な
お
金
も
決
し
て
粗
末
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

二
代
目
良
一
妻
　
中
村 

あ
き
ゑ

019

058



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

あ
き
ゑ
の
言
葉
で
す
。
米
商
売
の
前
提
は
「
お
米
＝
現
金
」
で
す
。
現
金
が
な
け
れ
ば
何
も
始

ま
ら
な
い
仕
事
で
す
。
初
め
に
仕
入
れ
に
対
す
る
現
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
戦
後
の
第
二
創

業
当
時
は
そ
の
お
金
の
調
達
が
困
難
で
、
業
者
さ
ん
へ
の
支
払
い
の
現
金
が
な
い
と
き
に
は
、

銀
行
に
お
金
を
借
り
に
い
っ
て
戻
っ
て
く
る
ま
で
業
者
さ
ん
に
待
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
ほ
ど
で
す
。
そ
の
た
め
、
晩
年
に
な
っ
て
も
小
さ
い
お
金
も
非
常
に
大
事
に
扱
っ
て
い

ま
し
た
。
当
時
の
苦
労
が
頭
に
あ
り
、
貨
幣
価
値
が
変
わ
っ
て
も
値
引
き
交
渉
す
る
場
合
に
は

昔
の
金
銭
感
覚
を
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
少
な
い
端
数
の
金
額
に
も
執
着
し
て
取
引
業
者
さ
ん

に
値
引
き
を
お
願
い
し
て
い
た
姿
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
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経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

隣
の
土
地
は
高
く
て
も
買
っ
て
お
く
。

二
代
目
　
中
村 

良
一

020

060



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

こ
れ
ま
で
事
業
拡
張
時
に
隣
地
の
取
得
交
渉
は
し
た
も
の
の
、
不
動
産
の
取
得
が
う
ま
く
い
か

な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
ナ
カ
リ
の
敷
地
は
大
き
く
６
箇
所
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
教
訓
か
ら
、
多
少
割
高
で
も
将
来
の
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む
た
め
に
は
無
理

し
て
で
も
隣
接
す
る
土
地
は
買
っ
て
お
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
現
在
の
６
箇
所
に

分
か
れ
て
い
る
敷
地
は
、
秋
の
お
米
の
集
荷
時
に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
1
0
0
台
が
入
荷
し
て
も
、

分
散
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
同
業
者
に
は
真
似
で
き
な

い
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
倉
庫
に
保
管
し
て
い
る
お
米
を
使
用
す
る
際
に

工
場
ま
で
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
手
間
や
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
し
ま
う
点
で
す
。
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経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

身
の
丈
に
合
っ
た
行
動
・
運
営
・
経
営
を
す
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

021

062



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

ナ
カ
リ
の
米
穀
の
取
り
扱
い
量
の
計
画
は
、
目
安
と
し
て
年
間
5
万
ｔ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ

の
数
量
を
扱
う
た
め
に
は
、
秋
の
収
穫
時
期
に
そ
の
約
６
割
を
集
荷
し
在
庫
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ダ
ム
に
例
え
れ
ば
、
ダ
ム
の
水
を
秋
の
収
穫
前
に
は
で
き
る
だ
け
少
な
い
状
態
に
し
つ

つ
、
9
月
か
ら
11
月
の
期
間
に
ダ
ム
の
水
を
満
水
状
態
に
し
ま
す
。
並
行
し
て
放
水
（
販
売
）
は

状
況
（
販
売
量
）
に
合
わ
せ
て
続
け
、
そ
の
都
度
貯
蔵
す
る
水
を
補
充
し
な
が
ら
、
次
の
端
境
期

（
夏
）
頃
ま
で
に
で
き
る
だ
け
減
ら
し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
在
庫
し
て
い
る
米
穀
は
年
間
の

様
々
な
環
境
変
化
に
よ
り
相
場
の
変
動
が
あ
り
リ
ス
ク
が
伴
い
ま
す
。
一
方
で
、
製
造
は
糠
を

取
る
だ
け
の
精
穀
業
の
た
め
、
工
場
を
保
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
卸
売
業
と
同
等
の
扱

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
非
常
に
薄
利
の
商
売
で
あ
り
な
が
ら
相
場
リ
ス
ク
を
負
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
万
が
一
の
相
場
の
暴
落
に
よ
る
評
価
損
が
発
生
し
て
も
会
社
を
継
続
で
き

る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。「
く
じ
ら
は
大
海
で
泳
ぎ
、
雑
魚
は
川

で
泳
ぐ
」
と
あ
り
ま
す
。
高
い
志
は
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
身
の
丈
を
考
え
し
っ
か
り
自
分
の

役
割
に
合
っ
た
行
動
・
運
営
・
経
営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

競
合
す
る
同
業
者
の
成
功
・
発
展
に
惑
わ
さ
れ
な
い
。

同
業
者
と
比
較
を
し
な
い
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

022

064



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

昭
和
30
年
代
前
半
の
高
度
経
済
成
長
期
に
米
穀
業
界
の
中
に
新
し
く
「
く
ず
米
」
の
商
材
が
加

わ
り
ま
し
た
。
こ
の
く
ず
米
は
急
速
に
需
要
が
増
え
、
成
長
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
あ
る
競
合

他
社
は
、
く
ず
米
で
得
た
利
益
を
レ
ジ
ャ
ー
産
業
や
外
食
産
業
な
ど
に
投
資
し
ま
し
た
。
そ
の

発
展
が
目
覚
ま
し
く
、
一
時
期
そ
の
競
合
企
業
と
の
間
に
大
き
な
成
長
の
格
差
を
意
識
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
ナ
カ
リ
は
派
手
な
業
界
と
は
性
が
合
わ
な
い
と
判
断
し
、
堅
実
な
不
動
産
賃
貸

物
件
へ
の
投
資
を
決
断
し
、
育
て
て
き
ま
し
た
。
変
化
の
激
し
い
時
代
に
も
ナ
カ
リ
の
不
動
産

部
門
の
運
営
は
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
な
く
地
道
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
の

ナ
カ
リ
の
不
動
産
部
門
は
お
米
と
並
ぶ
収
益
の
柱
と
し
て
ナ
カ
リ
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
歴
史
か
ら
も
他
社
に
惑
わ
さ
れ
ず
独
自
の
考
え
を
貫
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
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経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

情
熱
は
負
け
な
い
。

堅
実
経
営
と
行
動
の
指
針
五
箇
条
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

023

066



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

1
9
9
5
（
平
成
7
）
年
ま
で
の
食
糧
管
理
法
下
で
は
各
種
の
免
許
制
度
や
利
権
商
売
が
多
く
存

在
し
、
米
業
界
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ナ
カ
リ
は
そ
れ
ら
の
特
権
を
ほ
と
ん
ど
有

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
既
得
権
の
あ
る
人
た
ち
と
は
違
っ
た
自
助
努
力
の
経
営

が
必
要
で
し
た
。
1
9
9
6
（
平
成
8
）
年
の
新
食
糧
法
施
行
に
よ
る
大
き
な
環
境
の
変
化
を
ナ

カ
リ
は
敏
感
に
感
じ
、
そ
れ
を
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
情
熱
と
挑
戦
に
よ
っ
て
チ
ャ
ン
ス
に
変
え

て
き
ま
し
た
。
そ
の
情
熱
を
言
葉
に
し
た
も
の
が
「
行
動
の
指
針
五
箇
条
」
で
す
。
毎
日
の
朝

礼
で
社
員
一
同
が
唱
和
し
て
き
ま
し
た
。

一
、
愛
社
精
神
に
燃
え　

や
る
気
を
出
し
て
頑
張
ろ
う

一
、
仕
事
に
命
を
か
け　

汗
を
流
し
て
働
こ
う

一
、
燃
え
る
男　

燃
え
る
集
団
を
作
ろ
う

一
、
安
全
作
業　

常
に
事
故
な
し　

我
が
社
の
誇
り

一
、
今
日
も
一
日　

明
る
く　

楽
し
く　

元
気
で
頑
張
ろ
う
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経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

経
営
は
衆
知
独
裁
で
進
め
る
。

個
人
の
単
独
の
考
え
で
の
判
断
は
避
け
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

024

068



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

オ
ー
ナ
ー
経
営
は
、
経
営
責
任
を
担
っ
た
オ
ー
ナ
ー
が
経
営
判
断
し
て
い
く
こ
と
が
原
則
で
す
。

ナ
カ
リ
の
商
材
で
あ
る
お
米
は
年
に
一
度
し
か
採
れ
な
い
産
物
で
あ
り
、
年
間
供
給
の
た
め
に

多
く
の
在
庫
を
必
要
と
し
、
在
庫
の
相
場
変
動
リ
ス
ク
が
避
け
ら
れ
な
い
商
売
で
す
。
さ
ら
に
、

お
米
の
業
界
は
戦
後
、
政
治
が
強
く
主
導
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
価
格
相
場
も
思
い
が

け
な
い
政
策
に
よ
り
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
か
ら
も
経
営
者
の

判
断
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
経
営
者
個
人
が
得
た
情
報
だ
け
で
は
大
き
な
間
違
い
を

犯
し
が
ち
で
す
。
経
営
者
は
素
直
な
気
持
ち
で
情
報
を
集
め
、
判
断
は
衆
知
独
裁
に
よ
っ
て
決

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

上
手
い
話
は
急
い
で
案
内
し
て
来
る
も
の
だ
。

上
手
い
話
に
は
の
る
な
。

三
代
目
　
中
村 

光
良
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070



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

三
代
目
光
良
の
実
際
の
経
験
か
ら
導
か
れ
た
格
言
で
す
。
過
去
に
北
海
道
の
原
野
商
法
に
騙
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
か
ら
筋
書
き
が
作
ら
れ
て
い
て
、
様
々
な
役
割
を
持
っ
た
役

者
が
現
れ
て
儲
か
る
商
談
を
も
ち
か
け
て
き
ま
し
た
。
即
決
を
迫
ら
れ
、
判
断
を
誤
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
事
例
か
ら
の
教
訓
は
、
特
に
上
手
い
話
は
時
間
を
か
け
て
広
く
情
報
収
集
を

し
て
か
ら
、
慌
て
ず
決
断
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
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経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

お
米
の
商
い
は
、
現
場
・
現
品
・
現
実
主
義
に
徹
す
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良
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良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

国
内
の
お
米
の
先
物
取
引
市
場
は
、
存
在
は
し
て
い
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
つ
ま
り
ヘ
ッ
ジ
機
能
な
ど
は
な
く
現
物
を
扱
う
商
い
で
す
。
お
米
は
年
に
一
度

し
か
採
れ
な
い
産
物
で
あ
り
、
年
間
を
通
し
た
品
質
管
理
も
必
要
な
た
め
、
常
に
現
品
確
認
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
在
庫
を
手
に
取
っ
て
目
で
確
認
す
る
こ
と
が
必
須
に
な
り

ま
す
。
そ
の
確
認
に
よ
り
、
現
在
す
べ
き
行
動
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
常
に
市
場

動
向
を
読
み
取
り
、
求
め
ら
れ
る
商
品
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
製
造
し
て
販
売
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
現
場
・
現
品
・
現
実
に
向
き
合
っ
て
即
行
動
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
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経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

ダ
ム
経
営
を
常
に
意
識
し
て
実
践
し
、

災
害
や
環
境
変
化
な
ど
「
ま
さ
か
の
坂
」
に
遭
遇
し
て
も

継
続
で
き
る
体
質
に
す
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良
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良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

ダ
ム
経
営
は
経
営
の
神
様
と
言
わ
れ
た
松
下
幸
之
助
氏
の
言
葉
で
す
。
ダ
ム
の
水
は
内
部
留
保

を
例
え
て
お
り
、
ま
さ
か
の
環
境
変
化
に
よ
っ
て
業
績
が
悪
化
し
た
場
合
、
内
部
留
保
の
金
額

が
多
け
れ
ば
状
況
判
断
や
対
処
す
る
た
め
の
時
間
的
猶
予
が
多
く
得
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
現
在

の
危
機
管
理
や
B
C
P
（B
usiness C

ontinuity P
lan　

事
業
継
続
計
画
）に
つ
な
が
る
大

前
提
で
す
。
松
下
幸
之
助
は
講
演
会
で
「
ど
う
す
れ
ば
ダ
ム
経
営
が
で
き
る
か
」
と
い
う
質
問

を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
解
答
は
「
思
い
続
け
る
こ
と
」
で
し
た
。
会
場
に
笑
い
が

起
き
ま
し
た
が
、
そ
の
場
に
い
た
京
セ
ラ
創
業
者
の
稲
盛
和
夫
氏
は
胸
に
響
き
、
そ
の
後
の
経

営
の
礎
に
な
る
考
え
方
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
考
え
に
ナ
カ
リ
も
賛
同
し
、
日
頃
か
ら
内

部
留
保
の
充
実
を
思
い
続
け
て
い
ま
す
。
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経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

納
税
と
減
価
償
却
で
内
部
留
保
を
積
む
。

三
代
目
　
中
村 

光
良
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良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

内
部
留
保
は
納
税
後
の
純
利
益
と
減
価
償
却
に
よ
っ
て
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
減
価
償
却

と
は
、
設
備
投
資
に
対
し
て
税
法
で
認
め
ら
れ
た
社
外
に
出
な
い
経
費
で
す
。
い
く
ら
内
部
留

保
を
積
も
う
と
し
て
も
、
税
金
を
払
う
こ
と
を
嫌
っ
た
り
、
社
外
に
出
る
経
費
を
浪
費
し
て
は

内
部
留
保
を
積
み
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
原
則
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
、
日
々
の

経
営
活
動
や
経
費
の
使
い
方
に
注
意
し
て
い
く
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

077



経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

利
益
は
申
告
す
る
と
60
%
は
会
社
に
残
る
が
、

経
費
は
使
っ
て
し
ま
っ
た
ら
全
額
残
ら
な
い
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

029

078



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

企
業
の
利
益
に
対
す
る
税
金
は
約
40
%
で
す
。
つ
ま
り
残
り
の
60
%
は
会
社
に
内
部
留
保
と
し

て
残
り
ま
す
。
一
般
的
な
会
社
の
傾
向
と
し
て
、
納
税
す
る
こ
と
は
損
で
あ
り
、
納
税
す
る
く

ら
い
な
ら
経
費
と
し
て
使
っ
て
し
ま
っ
た
ほ
う
が
得
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
経
費

と
し
て
使
っ
て
し
ま
う
と
1
0
0
%
会
社
に
残
り
ま
せ
ん
。
会
社
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は

税
金
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
考
え
方
を
し
っ
か
り
整
理
し
て
適
正
な
納
税
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
ナ
カ
リ
で
は
、
過
去
に
法
人
税
が
60
%
を
超
え
た
時
代
で
も
、
利
益
が
出
た
と
き

に
は
納
税
し
内
部
留
保
の
蓄
積
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
行
動
が
現
在
の
健
全
な
財
務
体
質

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

079



経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

収
益
は
分
配
せ
ず
に
会
社
に
蓄
積
す
る
、

株
主
配
当
は
し
な
い
。

創
業
以
来
出
し
て
い
な
い
。

会
社
の
内
部
留
保
で
残
す
。

二
代
目
　
中
村 

良
一

030

080



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

創
業
当
時
は
家
族
と
会
社
が
一
体
だ
っ
た
た
め
、
会
社
が
潰
れ
る
こ
と
は
家
族
が
潰
れ
る
の
と

同
義
で
し
た
。
そ
の
考
え
方
か
ら
、
二
代
目
良
一
と
あ
き
ゑ
は
会
社
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
だ
け

に
全
集
中
し
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
株
は
す
べ
て
中
村
家
で
保
有
し
て
い
る
の
で
会
社
の
体

力
を
付
け
る
た
め
に
配
当
す
る
考
え
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
株
主
配
当
は
納
税
し
た

後
の
純
利
益
か
ら
益
金
処
分
と
し
て
支
給
す
る
も
の
で
、
配
当
し
た
場
合
に
は
さ
ら
に
個
人
に

税
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
会
社
に
残
す
内
部
留
保
が
最
も
税
制
面
で
有
利
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
考
え
方
を
現
在
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

個
人
の
蓄
財
よ
り

も
会
社
を
強
固
に
す
る
こ
と
が
最
善
だ
と
考
え
継
続
し
て
い
ま
す
。

081



経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

「
ま
さ
か
の
坂
」
に
遭
遇
し
、

仮
に
単
年
度
で
数
億
円
の
赤
字
が
発
生
し
て
も
、

潰
れ
な
い
強
靭
な
体
質
の
会
社
を
つ
く
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

031

082



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

語
録
0
2
7
か
ら
0
3
0
に
か
け
て
内
部
留
保
の
蓄
積
に
重
点
を
置
い
て
き
た
こ
と
を
挙
げ
て

き
ま
し
た
。
ナ
カ
リ
で
は
長
年
に
わ
た
り
内
部
留
保
の
充
実
を
目
指
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

仮
に
在
庫
し
て
い
る
米
穀
の
大
暴
落
や
自
然
災
害
な
ど
に
よ
る
業
績
の
急
激
な
悪
化
で
単
年
度

に
数
億
円
単
位
の
赤
字
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
潰
れ
な
い
体
質
の
会
社
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
さ
ら
に
盤
石
な
体
制
を
築
く
べ
く
行
動
し
て
参
り
ま
す
。

083



経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

米
穀
以
外
の
収
益
の
柱
を
構
築
す
る
た
め
に
、

内
部
留
保
は
賃
貸
不
動
産
な
ど
の

収
益
物
件
に
投
資
す
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

032

084



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

語
録
0
2
2
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
高
度
経
済
成
長
期
に
お
米
の
商
売
（
く
ず
米
・
網

下
米
・
特
定
米
穀
）は
付
加
価
値
が
急
激
に
伸
び
た
業
界
で
す
。
そ
の
利
益
の
一
部
を
米
穀
以
外

の
収
益
の
柱
と
す
べ
く
、
不
動
産
賃
貸
物
件
に
継
続
し
て
投
資
し
て
き
ま
し
た
。
会
社
に
よ
っ

て
は
余
裕
資
金
を
株
式
や
商
品
取
引
の
投
機
に
充
て
た
り
、
収
益
を
生
ま
な
い
自
社
ビ
ル
な
ど

に
投
資
し
て
い
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
ナ
カ
リ
は
、
冷
静
に
堅
実
に
会
社
を
成

長
さ
せ
る
収
益
物
件
で
あ
る
不
動
産
賃
貸
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
お
米
に
並
ぶ
収

益
の
柱
と
し
て
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

085



経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
、

内
部
留
保
は
設
備
投
資
に
充
て
て

会
社
の
生
産
性
を
上
げ
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

033

086



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

米
穀
の
設
備
に
対
す
る
積
極
投
資
が
競
争
力
強
化
と
内
部
留
保
拡
充
に
つ
な
が
り
、
こ
れ
ま
で

の
投
資
判
断
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
現
在
の
実
績
が
実
証
し
て
い
ま
す
。
米
穀
に
関
す
る
設
備

投
資
に
お
い
て
は
、
常
に
最
新
鋭
の
設
備
を
い
ち
早
く
導
入
し
、
品
質
や
生
産
性
の
向
上
を
競

合
他
社
よ
り
も
先
ん
じ
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
競
争
力
が
強
化
さ
れ
、
現
在
で
は

く
ず
米
の
取
り
扱
い
量
は
業
界
N
O
・
1
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
米
の
最
先
端
の
設
備
投

資
に
は
税
制
面
の
優
遇
策
（
中
小
企
業
の
減
価
償
却
の
割
り
増
し
優
遇
）
が
あ
っ
た
た
め
、
設
備

投
資
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
社
外
に
出
な
い
経
費
を
内
部
留
保
の
拡
充
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

087



経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

無
駄
な
経
費
は
徹
底
的
に
抑
え
る
が
、

生
き
た
お
金
は
惜
し
み
な
く
使
う
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

034

088



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

語
録
0
3
0
の
二
代
目
良
一
・
あ
き
ゑ
夫
婦
の
生
活
信
条
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
会
社
の
成
長
と

安
定
を
第
一
に
考
え
、
無
駄
な
経
費
を
徹
底
的
に
抑
え
る
こ
と
が
ナ
カ
リ
の
社
風
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
格
好
を
つ
け
た
り
、
生
産
性
が
上
が
ら
な
い
よ
う
な
経
費
の
使
い
方
は
ご
法
度
で
す

が
、
語
録
0
3
2
か
ら
0
3
3
の
よ
う
な
会
社
の
礎
を
作
っ
て
き
た
積
極
投
資
は
こ
れ
か
ら
も

惜
し
み
な
く
充
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

089



経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

月
次
試
算
表
を
欠
か
さ
ず
作
成
し
、

業
績
を
毎
月
見
え
る
化
し
て
確
認
し
、

感
覚
に
よ
る
判
断
で
は
な
く
、

根
拠
に
基
づ
い
た
判
断
を
行
う
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

035

090



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

お
米
の
商
売
は
、
常
に
相
場
が
変
わ
る
現
物
を
取
り
扱
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
月
末
の
手
持
ち

在
庫（
相
場
に
則
っ
た
原
価
）を
把
握
し
、
一
カ
月
ご
と
の
月
次
試
算
表
の
作
成
が
不
可
欠
で
す
。

期
中
に
お
米
の
相
場
が
変
動
し
た
場
合
、
仕
入
れ
た
価
格
で
在
庫
評
価
を
し
て
し
ま
う
と
、
在

庫
を
売
り
切
っ
た
と
き
に
し
か
損
益
の
把
握
が
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
現
相
場
に
則
っ
た

原
価
で
在
庫
の
評
価
を
し
な
い
と
、
現
時
点
の
正
確
な
試
算
表
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
点

で
の
相
場
を
反
映
さ
せ
た
在
庫
評
価
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
正
確
な
経
営
判
断
に
つ
な
が
り
ま

す
。

091



経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

繁
忙
期
に
お
い
て
も
同
様
で
、

無
理
し
て
で
も
月
末
在
庫
を
確
認
し
て
、

毎
月
方
針
を
検
討
す
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

036

092



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

9
月
末
と
10
月
末
は
お
米
の
収
穫
の
最
盛
期
と
な
り
、
月
末
に
お
い
て
も
1
日
の
入
荷
量
が
多

く
、
そ
の
入
荷
し
た
も
の
の
整
理
が
終
わ
っ
て
か
ら
で
し
か
月
末
在
庫
の
現
物
を
数
え
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
現
場
に
多
く
の
負
担
が
か
か
り
ま
す
が
、
月
次
試
算
表
の
作
成
に

欠
か
せ
な
い
重
要
な
仕
事
の
た
め
、
入
荷
の
最
盛
期
で
あ
っ
て
も
妥
協
せ
ず
に
行
い
、
毎
月
の

方
針
作
成
の
根
拠
と
し
て
い
ま
す
。

093



経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

お
米
の
仕
入
れ
の
限
度
は
、

「
資
金
」
と
「
置
き
場
」
の
歯
止
め
を

仕
入
れ
数
量
の
目
安
と
す
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

037

094



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

お
米
の
収
穫
は
年
に
一
度
で
あ
り
、
そ
の
在
庫
で
1
年
間
活
動
し
ま
す
。
特
に
お
米
の
大
産
地

で
あ
る
東
北
地
方
に
位
置
す
る
ナ
カ
リ
の
役
割
は
、
語
録
0
2
1
で
挙
げ
た
と
お
り
ダ
ム
の
よ

う
な
も
の
で
、
収
穫
時
期
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
お
米
を
仕
入
れ
て
在
庫
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
時
期
に
は
無
制
限
に
仕
入
れ
を
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
入

れ
の
歯
止
め
と
す
る
基
準
は
、
①
調
達
し
た
資
金
の
限
度
額
に
迫
っ
た
と
き
、
②
米
の
置
き
場

が
一
杯
に
な
り
そ
う
な
と
き
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

095



経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

仕
入
れ
た
お
米
は
、
す
べ
て
現
金
と
同
様
で
あ
り
、

そ
の
気
持
ち
を
も
っ
て
大
切
に
取
り
扱
う
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

038

096



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

農
協
で
在
庫
す
る
お
米
は
、
生
産
者
か
ら
預
か
っ
て
委
託
を
受
け
て
の
販
売
な
の
で
所
有
権
は

生
産
者
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
ナ
カ
リ
が
在
庫
す
る
お
米
は
、
す
べ
て
自
己
資
金
の
現
金
で
仕

入
れ
る
た
め
所
有
権
は
ナ
カ
リ
が
有
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
在
庫
の
お
米
は
現
金
と
同
様
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
大
切
に
扱
い
、
し
っ
か
り
と
管
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

097



経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

ダ
ル
マ
は
傾
い
て
も
起
き
上
が
る
。

失
敗
し
て
も
３
割
位
の
損
な
ら
起
き
上
が
れ
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

039

098



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

企
業
を
長
く
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
環
境
変
化
に
合
わ
せ
て
仕
事
を
多
角
化
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
仕
事
を
通
し
て
新
た
な
分
野
で
チ
ャ
ン
ス
と
判
断
し
た
と
き
に
は
、
ま

ず
手
を
打
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
あ
ま
り
に
も
慎
重
に
構
え
て
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ
と
は
避
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
打
っ
た
手
が
必
ず
し
も
当
た
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
の
失
敗
が
会
社
の
体
力
の
3
割
く
ら
い
な
ら
ダ
ル
マ
と
同
じ
で
起
き
上
が
れ
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
を
超
す
大
き
な
失
敗
は
致
命
傷
と
な
る
た
め
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

業
績
は
長
期
の
視
点
で
捉
え
、

３
年
間
の
中
で
６
勝
４
敗
な
ら

継
続
で
き
る
と
捉
え
て
経
営
を
行
う
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

040

100



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

環
境
の
変
化
に
よ
る
お
米
の
相
場
変
動
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
管
理
し
た
数
字
に
基
づ
い
た
判

断
で
手
を
打
っ
て
い
く
も
の
の
、
そ
れ
が
最
適
か
ど
う
か
は
後
に
な
ら
な
い
と
わ
か
ら
な
い
商

材
で
す
。
そ
の
た
め
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
そ
の
都
度
手
を
打
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

考
え
方
と
し
て
、
単
年（
1
年
間
）で
は
な
く
て
2
年
か
ら
3
年
間
の
中
で
6
勝
4
敗
な
ら
継
続

し
て
い
け
る
、
と
い
う
く
ら
い
の
感
覚
で
、
先
が
見
え
な
い
中
を
判
断
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
例
え
話
と
し
て
、
霧
の
中
を
手
探
り
で
歩
い
て
い
る
と
き
（
9
月
～
2
月
く
ら
い

の
時
期
）に
は
正
確
な
道
を
歩
い
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
霧
が
晴
れ
た
と
き（
3
月
頃
～
）

に
初
め
て
わ
か
る（
そ
の
年
の
米
穀
の
状
況
）も
の
な
の
で
す
。
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経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

収
益
の
柱
を
複
数
立
て
て
、

お
米
の
相
場
の
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

041

102



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

お
米
を
取
り
扱
う
仕
事
に
お
い
て
は
米
相
場
の
リ
ス
ク
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
①
天
候
に
よ
る

豊
作
不
作
の
要
因
、
②
国
の
政
策
変
更
に
よ
る
要
因
、
③
お
米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
要
因

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
想
定
で
き
な
い
相
場
変
動
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
環
境
変
化
の
中
で
会
社

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
こ
の
よ
う
な
想
定
で
き
な
い
変
化
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
多
く
の
事
業
の
柱
を
立
て
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ナ
カ
リ
で
は
お
米
の
相
場
の
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、
お
米
の
取
り
扱
い
以
外
に
次
の

事
業
を
柱
と
し
て
立
て
て
参
り
ま
し
た
。

1　

不
動
産
賃
貸
業（
主
に
仙
台
市
内
に
保
有
す
る
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
）

2　

倉
庫
業（
備
蓄
米
や
民
間
米
な
ど
の
保
管
）

3　

太
陽
光
発
電
所（
約
2
7
0
0
kw
の
発
電
）

4　

灯
油
販
売
業　

5　

物
品
賃
貸
業（
航
空
機
リ
ー
ス
）
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経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

企
業
体
力
の
範
囲
内
で
お
米
の
相
場
リ
ス
ク
を
抑
え
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
複
数
の
収
益
の
柱
を
立
て
て
、

企
業
体
力
が
増
し
た
結
果
、
最
も
相
場
変
動
が
大
き
い

く
ず
米
に
お
い
て
業
界
Ｎ
Ｏ
・
１
の
取
り
扱
い
量
と
な
っ
た
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

042

104



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

米
相
場
の
中
で
特
に
大
き
く
価
格
が
変
動
す
る
の
が
く
ず
米
で
す
。
く
ず
米
は
年
間
取
り
扱
い

量
の
す
べ
て
を
自
己
資
金
で
在
庫
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
販
売
す
る
量
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、

供
給
責
任
を
果
た
す
た
め
に
は
在
庫
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
保
管
場
所
と
資
金
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
く
ず
米
の
相
場
が
下
落
す
る
と
、
在
庫
量
に
よ
っ
て
は
数
億
単
位
の
評
価

損
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
、
会
社
の
体
力
以
上
に
相
場
が
下
落
し
て
損
害
が
発
生
し
た
場
合

は
会
社
は
倒
産
し
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
在
庫
で
き
る
数
量
は
評
価
損
が
発
生
し
て
も
会

社
が
つ
ぶ
れ
な
い
額
の
範
囲
に
抑
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
企
業
体
力
が
強
く
な
っ
た
ナ

カ
リ
は
、
結
果
と
し
て
現
時
点
で
く
ず
米
の
取
り
扱
い
量
が
業
界
N
O
・
1
と
な
り
ま
し
た
。
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経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

地
域
を
含
め
た
社
会
貢
献
の
中
で
最
優
先
す
べ
き
こ
と
は
、

自
分
の
得
意
と
す
る
事
業（
会
社
）活
動
を
通
し
て

納
税
し
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

043

106



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

会
社
が
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、
企
業
が
存
在
す
る
上
で
大
変
重
要
な
目
的
の
一
つ
と
な
り

ま
す
。
事
業
活
動
を
通
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
特
に

貢
献
度
が
高
い
の
は
納
税
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
奉
仕
活
動
や
慈
善
活
動
な
ど
も
あ

り
ま
す
が
、
企
業
人
が
強
み
を
生
か
し
て
最
も
効
率
よ
く
貢
献
で
き
る
の
は
、
納
税
と
い
う
手

段
で
す
。
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経営姿勢

語

リ

カ

ナ

録

〈
家
訓
〉
株
の
相
場
に
は
の
る
な
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

044

108



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

1
9
8
5
（
昭
和
60
）
年
頃
、
高
度
経
済
成
長
の
波
に
の
っ
た
会
社
は
伸
び
盛
り
だ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
お
米
の
商
売
だ
け
で
な
く
株
式
投
資
も
会
社
の
成
長
の
勢
い
の
中
で
行
っ
て
い
ま
し

た
。
三
代
目
光
良
の
弟
で
あ
る
梶
谷
光
利
（
当
時
専
務
取
締
役
）
が
ナ
カ
リ
に
入
社
す
る
以
前
に

山
一
証
券
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
会
社
の
事
業
と
し
て
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
を
行

っ
て
ま
で
株
式
投
資
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
る
運
用
の
失
敗
を
受
け
て
、
会
社
と

し
て
株
式
投
資
と
運
用
か
ら
完
全
に
手
を
引
く
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
1
9
8
7

（
昭
和
62
）
年
に
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
と
い
う
大
き
な
株
式
の
大
暴
落
が
あ
り
、
世
間
の
投
資
家

は
大
き
な
損
害
を
被
る
事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ら
に
大
き
な
株
式
相
場
の
大
暴
落

で
あ
る
1
9
9
1（
平
成
3
）年
の
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
時
に
は
、
こ
の
教
訓
の
お
か
げ
で
株
式
投

資
に
よ
る
損
害
を
被
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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ステークホルダーとの向き合い方

語

リ

カ

ナ

録

創
業
以
来
お
世
話
に
な
っ
た
登
録
農
家
さ
ん
に
は
、

そ
の
恩
に
応
え
て
い
く
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

045

110



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

ナ
カ
リ
の
創
業
時
に
は
多
く
の
登
録
農
家
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
お

米
の
集
荷
の
免
許
を
取
得
す
る
に
は
一
定
数
の
農
家
さ
ん
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
し

た
。
農
協
と
ナ
カ
リ
の
ど
ち
ら
に
登
録
す
る
か
競
い
合
う
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
圧
倒
的
に
力

の
あ
る
農
協
が
有
利
の
中
、
ナ
カ
リ
に
登
録
い
た
だ
き
、
現
在
に
至
る
ま
で
ご
愛
顧
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
感
謝
を
も
っ
て
そ
の
恩
に
応
え
て
い
き

ま
す
。
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ステークホルダーとの向き合い方

語

リ

カ

ナ

録

お
世
話
に
な
っ
て
い
る

登
録
農
家
さ
ん
か
ら
の
お
米
の
集
荷
は
、

今
後
も
最
優
先
で
行
う
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

046

112



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

語
録
0
4
5
の
恩
返
し
の
一
つ
で
す
。
秋
の
集
荷
時
期
の
際
、
登
録
農
家
さ
ん
は
刈
り
取
り
作

業
を
で
き
る
だ
け
早
く
終
え
た
い
の
で
す
。
で
き
上
が
っ
た
お
米
を
素
早
く
出
向
い
て
引
き
取

り
農
家
さ
ん
の
作
業
の
効
率
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
、
そ
の
時
期
に
ナ
カ
リ
が
で
き
る
貢
献
の

一
つ
で
す
。
今
後
も
仕
事
が
集
中
す
る
時
期
で
も
登
録
農
家
さ
ん
か
ら
の
集
荷
は
最
優
先
に
行

っ
て
い
き
ま
す
。
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ステークホルダーとの向き合い方

語

リ

カ

ナ

録

生
産
者
か
ら
直
接
集
荷
す
る

雑
穀
業
者
さ
ん
か
ら
の
買
い
入
れ
は
、

ど
ん
な
状
況
で
も
買
い
止
め
は
し
な
い
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

047

114



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

大
崎
地
方
に
は
農
家
さ
ん
を
一
軒
ず
つ
回
っ
て
お
米
を
集
荷
す
る
雑
穀
業
者
さ
ん
が
約
1
0
0

名
い
ま
す
。
全
国
で
も
こ
れ
だ
け
の
人
数
が
い
る
場
所
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ナ
カ
リ
の
お
米

の
集
荷
の
歴
史
は
、
こ
の
雑
穀
業
者
さ
ん
と
共
に
歩
ん
で
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
語
録
0
4
5
の
登
録
農
家
さ
ん
と
同
様
、
お
互
い
に
共
存
共
栄
し
て
き
た
仲
で
す
。
他

社
が
買
い
止
め
を
す
る
よ
う
な
お
米
が
余
っ
た
状
況
で
も
、
ナ
カ
リ
は
無
理
を
し
て
で
も
買
い

入
れ
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
互
い
に
協
力
し
て
取
り
引
き
を
し
て
い
き
ま
す
。
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ステークホルダーとの向き合い方

語

リ

カ

ナ

録

雑
穀
業
者
さ
ん
が
集
荷
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
、

常
に
現
金
決
済
を
行
う
。

銀
行
が
休
み
の
日
で
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

048

116



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

秋
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
（
9
月
中
旬
～
10
月
末
）
は
、
雑
穀
業
者
さ
ん
の
集
荷
に
お
い
て
も
待
っ
た

な
し
で
す
。
猫
の
手
も
借
り
た
い
く
ら
い
に
忙
し
い
日
が
続
き
、
1
日
も
休
め
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
銀
行
で
お
金
を
お
ろ
す
時
間
も
惜
し
ん
で
集
荷
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
家
さ
ん
へ

の
米
代
金
の
決
済
は
現
金
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
状
況
で
の
雑
穀
業
者
さ
ん
に
対
し
て
ナ
カ

リ
が
で
き
る
協
力
は
、
す
べ
て
に
現
金
決
済
を
行
う
こ
と
で
す
。
両
替
も
で
き
る
限
り
手
数
料

を
取
ら
ず
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
銀
行
が
閉
ま
っ
て
い
る
土
日
で
あ
っ
て
も
同
様
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
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ステークホルダーとの向き合い方

語

リ

カ

ナ

録

雑
穀
業
者
さ
ん
の
決
済
は
、

こ
れ
ま
で
現
金
払
い
を
し
な
か
っ
た
こ
と
は
な
い
。

常
に
現
金
払
い
で
あ
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

049

118



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

語
録
0
4
8
で
前
述
し
た
よ
う
に
、
米
農
家
さ
ん
へ
の
支
払
い
は
現
金
に
限
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ナ
カ
リ
か
ら
雑
穀
業
者
さ
ん
へ
の
決
済
も
現
金
が
必
須
で
す
。
1
日
に
集
荷
業
者
さ
ん

へ
支
払
う
現
金
は
想
定
し
て
準
備
し
て
い
ま
す
が
、
思
い
が
け
ず
足
り
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
他
の
問
屋
さ
ん
で
は
、
そ
の
日
の
手
持
ち
現
金
が
シ
ョ
ー
ト
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ

と
で
す
。
ナ
カ
リ
は
そ
の
場
合
も
考
慮
し
て
、
常
に
現
金
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
準
備
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
雑
穀
業
者
さ
ん
は
、
安
心
し
て
ナ
カ
リ
へ
お
米
を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
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ステークホルダーとの向き合い方

語

リ

カ

ナ

録

雑
穀
業
者
さ
ん
の
中
に
は

商
売
の
行
儀
が
悪
い
人
も
い
る
が
、
来
る
者
は
拒
ま
ず
、

感
情
に
左
右
さ
れ
な
い
取
り
引
き
を
行
う
よ
う
に
す
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

050

120



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

雑
穀
業
者
さ
ん
の
中
に
は
、
自
分
の
都
合
で
販
売
先
の
問
屋
を
頻
繁
に
変
え
る
よ
う
な
行
儀
の

悪
い
業
者
さ
ん
が
い
ま
す
。
そ
れ
は
定
職
を
持
た
ず
に
お
米
の
集
荷
の
シ
ー
ズ
ン
だ
け
仕
事
を

し
て
い
る
人
や
商
売
の
ル
ー
ル
を
理
解
し
て
い
な
い
人
も
多
く
い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
雑

穀
業
者
さ
ん
の
集
荷
す
る
お
米
は
、
農
家
さ
ん
か
ら
直
接
集
荷
す
る
品
質
の
良
い
も
の
で
あ
り
、

一
人
の
雑
穀
業
者
さ
ん
の
集
荷
す
る
量
は
、
限
ら
れ
た
期
間
内
で
は
貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

感
情
的
に
は
お
付
き
合
い
し
た
く
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
来
る
者
は
拒
ま
ず
と
い
う
姿
勢

で
商
売
に
徹
し
、
相
手
に
よ
っ
て
差
を
つ
け
な
い
買
い
入
れ
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
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ステークホルダーとの向き合い方

語

リ

カ

ナ

録

過
去
と
将
来
の
実
績
を
勘
案
し
て
、

ど
ん
な
状
況
で
も
雑
穀
業
者
さ
ん
を
守
り
、

元
々
の
関
係
性
を
忘
れ
ず
に
、
共
に
成
長
を
目
指
す
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

051

122



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

雑
穀
業
者
さ
ん
は
高
齢
化
が
進
み
、
そ
の
人
数
は
年
々
減
少
し
、
集
荷
量
が
減
っ
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
過
去
の
経
緯
か
ら
ナ
カ
リ
の
集
荷
の
強
み
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。
中
に
は
若
手
の
雑
穀
業
者
さ
ん
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
業
者
さ
ん
と
は
今

後
も
協
力
体
制
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
互
い
に
取
り
扱
い
量
を
増
や
し
、
新
た
な
ス
タ
イ

ル
を
築
き
上
げ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
の
姿
も
想
定
し
な
が
ら
互
い
に
繁
栄
を
目
指
し
ま
す
。
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ステークホルダーとの向き合い方

語

リ

カ

ナ

録

お
米
の
商
い
は
仕
入
れ
も
販
売
も
現
金
が
基
本
。

販
売
に
お
け
る
与
信
管
理
は
最
優
先
で
、

貸
し
倒
れ
は
な
く
す
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

052

124



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

お
米
の
商
い
は
仕
入
れ
も
販
売
も
現
金
が
基
本
で
す
。
つ
ま
り
現
金
が
用
意
で
き
な
い
会
社
は

取
り
扱
い
量
が
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
米
の
売
買
は
、
玄
米
は
も
と
よ
り
白
米
で
あ

っ
て
も
加
工
頻
度
が
少
な
い
た
め
、
競
合
他
社
と
差
別
化
し
た
独
自
の
付
加
価
値
を
つ
け
て
販

売
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、
ど
う
し
て
も
粗
利
が
低
い
商
売
と
な
り
、
与
信
管
理

は
最
優
先
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
多
少
高
く
買
っ
て
く
れ
る
会
社
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
決
済
が
遅
い
会
社
は
無
理
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
取
り
引
き
は
相
手
を
慎
重
に

選
ん
で
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
と
も
と
粗
利
の
低
い
商
い
で
す
の
で
、
元
金
を
回
収

で
き
な
い
の
で
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
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ステークホルダーとの向き合い方

語

リ

カ

ナ

録

各
産
地
の
問
屋
か
ら
仕
入
れ
る
お
米
は
、

請
求
書
が
来
て
か
ら
３
日
以
内
に
払
う
。

業
界
の
中
で
日
本
一
決
済
が
早
い
と
自
負
し
て
い
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

053

126



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

お
米
は
現
金
商
売
が
原
則
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
産
地
か
ら
仕
入
れ
る
お
米
は
、
到
着
後

に
品
質
が
規
格
通
り
で
あ
る
の
か
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
確
認
後
に
仕
入
れ

伝
票
処
理
を
行
い
、
振
込
支
払
い
完
了
ま
で
に
は
最
短
で
も
３
日
を
要
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
３

日
以
内
の
振
込
支
払
い
は
、
現
金
で
支
払
っ
た
の
と
同
じ
ス
ピ
ー
ド
感
と
考
え
ま
す
。
こ
の
ス

ピ
ー
ド
で
振
込
支
払
い
し
て
い
る
業
者
は
業
界
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
業
界
の
中
で
ナ
カ

リ
が
日
本
一
決
済
が
早
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ナ
カ
リ
の
大
き
な
信
用
と
な
っ
て
お

り
、
ナ
カ
リ
が
売
り
先
と
し
て
選
ば
れ
る
理
由
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
米
は
1
年
ご
と
に
集
荷

量
が
変
化
し
ま
す
が
、
そ
の
中
で
毎
年
安
定
し
た
数
量
を
確
保
で
き
て
い
る
の
は
こ
の
信
用
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
す
。
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ステークホルダーとの向き合い方

語

リ

カ

ナ

録

金
融
機
関
と
借
り
入
れ
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
を

し
っ
か
り
履
行
し
て
き
た
た
め
、

十
分
な
借
り
入
れ
枠
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

054

128



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

語
録
0
5
3
の
根
底
に
は
、
こ
れ
ま
で
秋
の
仕
入
れ
資
金
は
期
限
に
遅
れ
ず
返
済
し
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、
金
融
機
関
と
の
揺
る
ぎ
な
い
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
年
に

一
度
の
収
穫
の
際
に
、
仕
入
れ
資
金
を
い
か
に
多
く
準
備
で
き
る
か
が
集
荷
量
を
増
や
す
一
つ

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
年
に
よ
っ
て
は
お
米
の
値
段
が
大
幅
に
上
が
り
、
例
年
よ
り
も
多

く
の
資
金
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
で
も
、
金
融
機
関
と
の
間
に
信
頼
関

係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
た
め
、
十
分
な
借
り
入
れ
枠
を
確
保
で
き
る
の
で
す
。
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ステークホルダーとの向き合い方

語

リ

カ

ナ

録

仕
入
れ
資
金
で
あ
る

金
融
機
関
か
ら
の
短
期
借
入
金
は
、

決
算
月（
７
月
末
）ま
で
に
返
済
す
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

055

130



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

銀
行
か
ら
の
短
期
借
入
金
は
、
毎
年
の
仕
入
れ
資
金
で
あ
り
、
在
庫
資
金
と
し
て
調
達
し
て
い

ま
す
。
こ
の
返
済
は
決
算
月
で
あ
る
7
月
末
ま
で
に
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
期
末

の
持
ち
越
し
在
庫
の
適
正
な
数
量
は
、
短
期
借
入
金
を
返
済
し
、
自
己
資
金
の
範
囲
内
で
収
ま

る
こ
と
を
指
標
に
し
て
い
ま
す
。
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ステークホルダーとの向き合い方

語

リ

カ

ナ

録

お
米
の
仕
入
れ
以
外
の
一
般
経
費
の
支
払
い
は
、

月
末
に
締
め
て
基
本
的
に
は
翌
月
10
日
に
現
金
で
支
払
う
。

約
束
手
形
は
発
行
し
な
い
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

056

132



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

一
般
経
費（
運
賃
・
部
品
代
・
修
理
代
・
備
品
代
な
ど
）の
支
払
い
を
「
月
末
締
め
翌
月
10
日
払
い
」

と
し
て
い
る
理
由
は
、
ナ
カ
リ
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
業
者
さ
ん
へ
の
支
払
い
に
お
い
て
最

大
限
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
で
す
。
支
払
い
サ
イ
ト
の
短
さ
が
お
互
い
の

揺
る
ぎ
な
い
信
頼
関
係
の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
考
え
方
の
た
め
、
当
然
の
こ

と
と
し
て
約
束
手
形
な
ど
の
支
払
い
は
お
互
い
の
た
め
に
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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ステークホルダーとの向き合い方

語

リ

カ

ナ

録

仕
入
れ
先
、
調
達
先
は
で
き
る
だ
け
変
え
な
い
。

共
存
共
栄
を
目
指
す
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

057

134



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

複
数
社
に
よ
る
設
備
や
部
品
、
資
材
な
ど
の
購
入
は
、
相
見
積
も
り
が
一
番
安
く
発
注
で
き
る

手
法
の
一
つ
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
互
い
の
仕
事
の
継
続
性
か
ら
す
る
と
0
か
1
0
0
と

い
う
商
売
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
に
、
通
常
は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
長
い
目
で
見

る
と
、
継
続
し
た
取
り
引
き
が
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
場
合
が
多
い
と
感
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
し

か
し
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
に
基
づ
き
、
複
数
社
の
相
見
積
も
り
で
発
注
し
た
場
合
と
同
様
の

極
力
抑
え
た
金
額
で
請
け
負
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
取
り
引
き
が
継

続
し
、
共
存
共
栄
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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ステークホルダーとの向き合い方

語

リ

カ

ナ

録

販
売
先
だ
け
で
な
く
、

仕
入
れ
先
な
ど
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は

お
客
様
と
し
て
真
摯
な
姿
勢
で
共
に
歩
む
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

058

136



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
真
摯
な
姿
勢
が
社
風
に
な
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
語
録

0
5
6
と
0
5
7
の
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。
販
売
先
だ
け
で
な
く
、
仕
入
れ
先
な
ど
す
べ
て
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
お
客
様
と
し
て
、
真
摯
な
姿
勢
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
協
力
な
く
し
て
会
社
の
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
父
と
言
わ

れ
る
ド
ラ
ッ
カ
ー
が
最
も
大
事
な
経
営
姿
勢
と
し
て
「
真
摯
さ
」
を
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
、
真

摯
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
会
社
の
基
本
で
あ
り
、
継
続
発
展
の
基
に
な
り
ま
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

見
取
学
問
。
自
分
で
見
て
取
っ
て
学
ぶ
。

二
代
目
　
中
村 

良
一

059

138



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

こ
れ
は
二
代
目
良
一
が
学
生
時
代
に
取
り
組
ん
だ
柔
道
か
ら
の
教
え
に
よ
り
ま
す
。
柔
道
や
剣

道
の
よ
う
な
武
道
に
は
「
見
取
り
稽
古
」
と
い
う
稽
古
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
人
の
稽
古
を
見

て
学
ぶ
こ
と
を
指
し
ま
す
。
仕
事
に
お
い
て
も
同
様
で
、
一
か
ら
自
分
の
頭
で
考
え
る
よ
り
、

先
輩
や
お
客
様
な
ど
自
分
を
取
り
巻
く
様
々
な
人
の
行
動
を
観
察
し
て
学
び
、
身
に
付
け
る
こ

と
が
自
ら
の
糧
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
良
一
は
仕
事
を
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
「
見

取
学
問
」
と
常
々
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
良
一
の
言
葉
の
訛
り
の
た
め

に
「
み
ど
り
学
問
、
み
ど
り
学
問
」
と
聞
き
取
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
意
味
を
私
（
四
代
目
信
一

郎
）
が
理
解
で
き
た
の
は
、
2
0
0
1
（
平
成
13
）
年
に
経
営
理
念
を
作
成
す
る
た
め
に
学
ん
だ

宮
城
倫
理
経
営
塾
の
受
講
の
と
き
で
し
た
。
そ
の
学
び
の
中
で
創
業
者
の
想
い
を
整
理
し
て
い

た
と
き
に
「
み
ど
り
」
が
「
見
取
り
」
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
そ
の
考
え
方
に
感
心
し
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

ど
ん
な
優
秀
な
大
学
よ
り
も
社
会
の
実
践
大
学
。

二
代
目
　
中
村 

良
一

060
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良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

お
米
は
小
麦
や
大
豆
の
よ
う
に
様
々
な
加
工
品
の
品
揃
え
が
あ
り
、
多
様
な
食
べ
方
を
す
る
も

の
と
は
一
線
を
画
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
炊
飯
し
て
素
材
を
楽
し
む
食
べ
方
が
主
流
で
あ
る

商
材
で
す
。
そ
の
た
め
、
お
米
の
商
売
は
頭
で
考
え
て
作
り
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
体
を
使
い
、

肌
で
空
気
を
感
じ
な
が
ら
地
道
に
身
に
付
け
て
い
く
商
売
で
す
。
二
代
目
良
一
は
お
米
の
商
売

の
身
に
付
け
方
と
し
て
、「
ど
ん
な
に
優
秀
な
大
学
で
学
ん
で
き
た
と
し
て
も
、
日
々
の
活
動
の

中
で
体
で
覚
え
て
い
く『
実
践
の
学
び
』に
は
か
な
わ
な
い
。
だ
か
ら
実
践
大
学
が
大
事
な
ん
だ
」

と
よ
く
話
し
て
い
ま
し
た
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

肉
を
切
ら
せ
て
骨
を
断
つ
。

二
代
目
　
中
村 

良
一

061
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良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

こ
れ
も
二
代
目
良
一
の
口
癖
だ
っ
た
言
葉
で
す
。
米
穀
業
界
は
、
1
9
9
5
（
平
成
７
）
年
ま
で

旧
食
糧
管
理
法
の
規
制
が
多
い
業
界
で
し
た
。
そ
の
間
、
業
界
の
競
合
の
中
で
様
々
な
困
難
や

苦
労
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ナ
カ
リ
は
理
念
や
信
条
な
ど
を
日
々
ぶ
れ
ず
に
実
践
し
、
社
風
や
体

質
強
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
丈
夫
な
経
営
の
背
骨
を
作
り
あ
げ
、
そ
の
時
々
の

難
局
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
教
訓
は
、
競
合
他
社
と
の
競
争
の
中
で
相
手
に
多
少
の

後
れ
を
取
っ
た
り
失
敗
や
損
失
が
発
生
し
て
も
（
肉
を
切
ら
せ
て
）、
し
っ
か
り
と
し
た
強
い
骨

（
理
念
・
信
条
・
社
風
・
体
質
な
ど
）
に
支
え
ら
れ
て
い
れ
ば
、
チ
ャ
ン
ス
を
待
っ
て
競
合
相
手

と
の
戦
い
に
勝
て
る
こ
と
（
骨
を
断
つ
）
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
見
た
目
は
劣
勢
に
見
え

て
傷
つ
い
て
い
る
よ
う
で
も
、
相
手
が
油
断
し
て
い
る
隙
に
機
を
見
て
一
気
に
相
手
に
致
命
傷

を
与
え
る
戦
略
を
意
味
し
て
い
ま
す
。　

143



この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

我
は
我
、
人
は
人
。
自
分
の
信
念
を
貫
く
。

二
代
目
　
中
村 

良
一

062
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良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

語
録
0
6
1
に
つ
な
が
る
二
代
目
良
一
の
口
癖
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
競
合
他
社
の
後
塵
を
拝
し

た
と
き
も
ま
ま
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
、
自
分
の
信
念
を
貫
い
て
経
営
し
て
い
く
こ
と
が

優
先
で
あ
り
、「
我
は
我
、
人
は
人
」
と
割
り
切
っ
て
、
自
分
の
考
え
を
ぶ
ら
さ
ず
に
実
践
し
て

き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
他
社
と
比
べ
て
一
喜
一
憂
す
る
の
で
は
な
く
、
自
社
の
経
営

理
念
に
則
っ
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

会
社
の
大
き
さ
よ
り
、
努
力
す
る
者
は
お
っ
か
な
い
。

二
代
目
　
中
村 

良
一

063
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良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

戦
後
、
お
米
の
商
売
は
食
糧
管
理
法
に
よ
り
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め
、
利
権
を
持
ち
業
界
を
仕

切
っ
て
い
た
大
き
な
企
業
が
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
状
況
が
現
在
も
変
わ
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
今
で
も
発
展
を
続
け
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
ナ

カ
リ
は
小
さ
な
会
社
で
体
質
も
脆
弱
で
あ
っ
た
も
の
の
、
高
い
志
と
希
望
を
持
ち
な
が
ら
真
摯

に
努
力
を
続
け
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
米
業
界
に
お
い
て
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
利
権
に
頼
り
旧
態
依
然
と
し
て

い
た
企
業
は
、
1
9
9
5
（
平
成
7
）
年
の
新
食
糧
法
施
行
と
い
う
環
境
変
化
の
中
で
多
く
が
淘

汰
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
現
在
大
き
く
発
展
し
て
い
る
会
社

で
あ
っ
て
も
、
考
え
が
ぶ
れ
た
り
、
驕
り
、
努
力
を
怠
っ
た
企
業
は
最
終
的
に
は
勝
ち
残
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ナ
カ
リ
の
事
例
は
、
小
さ
な
会
社
で
あ
っ
て
も
努
力
を
怠
ら
な
い
会
社

は
侮
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

経
営
の
目
的
は
、
理
念
経
営
が
す
べ
て
で
あ
り
、

オ
ー
ル
ラ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
世
の
中
の
役
に
立
つ
活
動
を

社
員
と
共
に
目
指
し
進
化
し
続
け
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

064
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良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

2
0
0
1（
平
成
13
）年
の
宮
城
県
倫
理
経
営
塾
に
四
代
目
信
一
郎
が
参
加
し
、
経
営
理
念
と
経
営
計
画

書
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
経
営
塾
に
お
い
て
徹
底
的
に
経
営
理
念
の
本
質
を
学
び
ま
し
た
。
経

営
理
念
と
は
、
経
営
者
と
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
目
指
す
経
営
の
目
的
で
あ
り
、
決
し
て
ぶ
れ
て
は
い

け
な
い
も
の
で
す
。
時
代
の
変
化
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
が
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
目
的
で
も
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
ナ
カ
リ
は
、
オ
ー
ル
ラ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
経
営
理
念
の
実
現
を
通
し
て

社
会
の
役
に
立
つ
会
社
で
あ
り
続
け
ま
す
。
こ
の
宮
城
県
倫
理
経
営
塾
の
学
び
に
よ
り
、
2
0
0
1（
平

成
13
）年
に
会
社
名
を
『
株
式
会
社　

中
利
商
店
』
か
ら
『
ナ
カ
リ
株
式
会
社
』
へ
変
更
し
ま
し
た
。

【
経
営
理
念
】

一
、
私
達
は
、
オ
ー
ル
ラ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
将
来
を
見
つ
め
、

	

変
化
に
適
応
す
る
進
化
企
業
を
目
指
し
ま
す
。

一
、	

私
達
は
、
生
産
者
の
想
い
を
形
に
し
、
お
客
様
と
の
信
頼
の
輪
で

	

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
い
た
し
ま
す
。

一
、	

私
達
は
、「
新
鮮
な
学
び
」
と
「
感
謝
の
心
」
で
、
互
い
に
夢
を
語
り
合
い
、

	

光
り
輝
く
人
生
を
目
指
し
ま
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

会
社
は
社
員
の
幸
せ
の
た
め
に
あ
る
。

そ
れ
が
経
営
者
を
含
め
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

幸
せ
に
つ
な
が
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
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良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

四
代
目
信
一
郎
が
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
し
て
い
る
会
社
に
は
前
述
の
伊
那
食
品
工
業
（
語
録
0
1
6
）

が
あ
り
ま
す
。
伊
那
食
品
工
業
で
は
、「
会
社
は
社
員
の
幸
せ
の
た
め
に
あ
る
」
と
謳
っ
て
長
年

に
渡
り
進
歩
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
、
一
般
的
な
会
社
の
在
り
方
と
し
て
、
会
社

の
発
展
の
後
に
社
員
の
幸
せ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
の

時
代
で
あ
る
現
在
に
お
い
て
、
ナ
カ
リ
で
は
社
員
の
幸
せ
が
あ
っ
て
初
め
て
会
社
の
発
展
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
会
社
を
取
り
巻
く
仕
入
れ
先
や
取
り
引
き
業
者
な
ど
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
力
を
合
わ
せ
て
共
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
目
指
す
べ
き
姿
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

年
輪
経
営
の
考
え
方
に
て
、

健
全
で
強
い
体
質
作
り
を
心
が
け
、

し
っ
か
り
し
た
根
と
幹
を
地
道
に
育
て
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

066
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良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

語
録
0
6
5
に
続
き
伊
那
食
品
工
業
が
目
指
し
て
い
る
の
が
「
年
輪
経
営
」
で
す
。
こ
れ
は
木

の
年
輪
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
で
も
成
長
を
続
け
、
年
輪
を
重
ね
る
ご
と
に
強
い
木
に
な
っ
て
い

く
こ
と
を
表
し
ま
す
。
会
社
も
同
様
に
急
激
な
成
長
は
後
に
体
力
を
弱
め
る
「
膨
張
」
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
着
実
に
年
輪
を
重
ね
、
強
靭
な
会
社
を
作
る
こ
と
が
ナ
カ
リ

に
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
例
え
話
と
し
て
、
利
益
は
「
ウ
ン
コ
」
だ
と
表
現
し
て
い

ま
す
。
大
き
な
ウ
ン
コ
（
利
益
）
を
出
す
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
体
の
調
子
に
か
か

わ
ら
ず
、
無
理
し
て
で
も
た
く
さ
ん
の
食
物
を
食
べ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
会
社

は
、
栄
養
価
の
あ
る
身
体
に
良
い
も
の
を
食
べ
、
健
康
な
体
を
作
り
、
継
続
し
て
ウ
ン
コ
を
出

し
続
け
る
こ
と
が
年
輪
経
営
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

仕
事
を
通
し
て
物
心
両
面
の
幸
せ
を
目
指
し
、

自
己
実
現
を
図
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎
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良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

語
録
0
0
9
で
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
京
セ
ラ
の
稲

盛
和
夫
氏
が
創
業
の
精
神
と
し
て
謳
っ
た
経
営
理
念
は

「
全
従
業
員
の
物
心
両
面
の
幸
福
を
追
求
す
る
と
同
時

に
、
人
類
、
社
会
の
進
歩
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
」
と

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
全
従
業

員
の
物
心
両
面
の
幸
せ
を
目
指
す
こ
と
は
、
現
在
の
多

様
化
し
た
社
会
に
は
必
要
不
可
欠
な
心
構
え
で
す
。
さ

ら
に
、
幸
せ
の
定
義
の
中
で
「
自
己
実
現
」
は
、
米
国

の
心
理
学
者
マ
ズ
ロ
ー
の
学
説
で
あ
る
欲
求
5
段
階
説

の
最
終
段
階
の
目
指
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、「
物
心
両
面
の
幸
せ
」
が
な
け
れ
ば

本
当
の
幸
せ
に
は
到
達
で
き
な
い
の
で
す
。

マズローの欲求5段階説

自己実現欲求

社会的欲求

承 認 欲 求

安 全 欲 求

生理的欲求
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

競
争
相
手
に
勝
つ
こ
と
を
優
先
に
せ
ず
、

「
負
け
な
い
経
営
」
に
て
し
っ
か
り
と
進
み
、

業
界
N
O・1
の
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
す
。

四
代
目
　
中
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良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

今
後
、
米
業
界
は
生
産
者
だ
け
で
な
く
消
費
も
減
り
続
け
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

競
合
の
数
が
変
わ
ら
ず
流
通
量
が
減
れ
ば
、
必
然
的
に
過
当
競
争
（
レ
ッ
ド
オ
ー
シ
ャ
ン
）
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
既
存
の
業
者
が
今
と
同
様
に
営
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
も
、

お
米
の
商
品
は
他
社
と
差
別
化
す
る
こ
と
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
環
境
に
お
い
て
ナ

カ
リ
が
目
指
す
経
営
の
考
え
方
は
、「
勝
ち
抜
く
経
営
よ
り
も
負
け
な
い
経
営
」
で
す
。
例
え
ば
、

市
場
規
模
が
1
0
0
の
業
界
で
1
0
0
社
存
在
し
て
い
れ
ば
、
平
均
し
て
1
社
当
た
り
の
取
り

扱
い
量
は
１
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
市
場
規
模
が
50
に
縮
小
し
た
場
合
、
10
社
し
か
存
在
し
て

い
な
け
れ
ば
、
取
り
扱
い
量
は
5
倍
の
5
に
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
、

ナ
カ
リ
は
お
米
だ
け
で
は
な
く
収
益
の
柱
を
複
数
立
て
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
会
社
の
体
力
を

維
持
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
将
来
的
に
「
負
け
な
い
経
営
」
が
実
現
で
き
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

投
資
先
行
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
よ
り
、

常
に
最
新
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
更
新
し
続
け
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

069

158



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

語
録
0
6
8
の
よ
う
に
過
当
競
争
（
レ
ッ
ド
オ
ー
シ
ャ
ン
）
に
向
か
っ
て
い
く
米
業
界
の
中
で
、

「
負
け
な
い
経
営
」
の
た
め
に
は
、
積
極
的
な
先
行
投
資
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
厳
し
い
業
界
の

中
で
先
行
投
資
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
に
は
資
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ナ
カ
リ

で
は
先
行
投
資
資
金
に
米
部
門
の
収
益
だ
け
を
充
て
る
の
で
は
な
く
、
他
の
部
門
か
ら
の
収
益

も
含
め
た
全
体
の
力
で
、
現
在
も
毎
年
継
続
し
て
米
部
門
へ
積
極
的
に
投
資
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
現
在
の
米
業
界
の
中
で
最
新
鋭
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
構
築
し
続
け
て
お
り
、
日
々

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
は
前
述
の
と
お
り
、
過
去
に
は

お
米
で
上
げ
た
収
益
を
不
動
産
な
ど
の
他
の
収
益
の
柱
を
育
て
る
た
め
に
使
っ
た
こ
と
の
逆
で
、

他
の
部
門
の
収
益
を
米
部
門
の
将
来
の
収
益
を
得
る
た
め
の
先
行
投
資
に
使
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

社
員
の
幸
せ
実
現
の
た
め
に

「
人
間
力
の
向
上
」
を
目
的
と
し
た
社
内
外
の
研
修
に
も

積
極
的
に
投
資
し
て
い
く
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

070

160



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

67
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
続
け
る
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
社
員
一
人
ひ

と
り
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
続
け
る
た
め
に
は
、「
人
間
力
の
向
上
」
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
管
理
者
が
人
間
力
を
高
め
る
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
教
育

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
あ
る
コ
ア
ラ
ス
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
株
）
に
よ
る
管
理
者
研
修
を
行

っ
て
い
ま
す
（
毎
月
1
回
2
時
間
）。
さ
ら
に
は
全
社
員
を
対
象
と
し
た
木
鶏
会
（
致
知
出
版
主

催
・
毎
月
1
回
1
時
間
）
を
開
催
し
、
人
間
力
向
上
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
仕
事
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
力
が
豊
か
に
な
る
た
め
の
研

修
に
今
後
も
積
極
的
に
投
資
し
て
い
き
ま
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

ナ
カ
リ
が
入
会
し
て
い
る
倫
理
法
人
会
の
活
動
に
、

多
く
の
社
員
が
積
極
的
に
参
加
し
て

自
己
研
鑽
を
目
指
し
て
い
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

071

162



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

ナ
カ
リ
は
1
9
9
6
（
平
成
8
）
年
に
倫
理
法
人
会
に
入
会
し
ま
し
た
。
倫
理
法
人
会
は
「
1
・

企
業
に
倫
理
を　

2
・
職
場
に
心
を　

3
・
家
庭
に
愛
を
」
と
い
う
倫
理
経
営
の
考
え
方
を
基
に
、

会
社
経
営
を
「
明
朗
、
愛
和
、
喜
働
」
と
い
う
純
情
（
す
な
お
）
な
心
で
実
践
す
る
こ
と
を
目
指

す
会
で
す
。
大
崎
倫
理
法
人
会
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー（
毎
週
火
曜
早
朝
6
～
7
時
）に
、
三

代
目
光
良
は
入
会
か
ら
最
近
ま
で
、
四
代
目
信
一
郎
は
現
在
進
行
形
で
毎
週
欠
か
さ
ず
参
加
し

倫
理
経
営
を
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
賛
同
し
た
多
く
の
社
員
（
約
30
名
）
も
自
己
研
鑽
の
場
と

し
て
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー（
年
間
約
3
回
）な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
光
良
は
2
0
0
1
年

度
宮
城
県
倫
理
法
人
会
副
会
長
、
信
一
郎
は
2
0
2
0
年
か
ら
2
0
2
3
年
度
の
大
崎
倫
理
法

人
会
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

経
営
者
は
、
謙
虚
に
、
明
る
く
、

ひ
た
す
ら
努
力
す
る
。四

代
目
　
中
村 

信
一
郎

072

164



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

こ
れ
は
ワ
タ
ミ（
株
）の
渡
邉
美
樹
氏
の
言
葉
で
す
。
氏
が
著
書
に
記
し
た「
経
営
者
は
、
謙
虚
に
、

明
る
く
、
ひ
た
す
ら
努
力
す
れ
ば
運
は
逃
げ
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
ま
し
た
。
経
営
は

努
力
だ
け
で
上
手
く
い
く
と
は
限
ら
ず
、
運
が
な
け
れ
ば
成
功
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
運
を
引
き

寄
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
創
業
者
と
後
継
者
と
で
異
な
り
ま
す
。
後
継
者
と
し
て

運
に
つ
い
て
考
え
た
と
き
に
こ
の
教
訓
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
毎
年
作
成
す
る
経
営
計

画
書
の
中
で
全
員
が
宣
言
す
る
目
標
で
あ
る
「
私
の
決
意
二
カ
条
」
に
お
い
て
、
四
代
目
信
一

郎
は
こ
の
言
葉
を
掲
げ
続
け
て
い
ま
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

次
世
代
に
適
正
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

会
社
に
関
わ
る
法
律
の
仕
組
み
を

正
し
く
知
る
こ
と
に
努
め
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

073
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良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

会
社
を
取
り
巻
く
法
律
は
、
大
き
く
分
け
て
「
1
・
会
社
法　

2
・
民
法　

3
・
税
法
」
の
3
つ

で
す
。
本
来
、
事
業
承
継
す
る
上
で
は
こ
の
順
番
で
考
え
て
い
く
べ
き
で
す
が
、
一
般
的
に
は

逆
か
ら
行
っ
て
い
る
会
社
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
例
え
ば
、
ま
ず
事
業
承
継
で
は
で
き
る
だ
け
税

金
を
安
く
し
た
い
と
い
う
考
え
か
ら
税
法
。
次
に
、
家
族
と
親
族
と
の
相
続
は
税
も
含
め
て
穏

便
に
ま
と
め
た
い
と
い
う
考
え
か
ら
民
法
。
最
後
に
、
会
社
の
株
主
の
構
成
な
ど
を
考
え
る
た

め
の
会
社
法
。
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
本
来
あ
る
べ
き
事
業
承
継
は
、

ま
ず
、
将
来
の
会
社
が
あ
る
べ
き
姿
の
会
社
法
。
次
に
、
家
族
や
親
族
と
の
関
係
の
民
法
。
最

後
に
定
め
ら
れ
た
税
金
は
正
し
く
払
う
税
法
。
こ
の
順
番
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

経
営
者
の
使
命
は
次
世
代
の
繁
栄
が
最
優
先
。

自
分
の
代
で
次
世
代
の
た
め
に
や
れ
る
備
え
を
尽
く
す
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

074

168



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

ナ
カ
リ
を
経
営
し
て
き
た
中
村
家
の
先
代
は
、
個
人
や
家
族
よ
り
も
会
社
を
優
先
す
る
こ
と
を

徹
底
し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
退
職
金
は
死
亡
退
職
金
と
し
て
も
ら
い
、
次
世
代
の
相
続
対

策
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
私
生
活
は
質
素
倹
約
に
努
め
、
贅
沢
を
控
え
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
の
語
録
に
も
度
々
出
て
き
た
考
え
に
つ
な
が
り
ま
す
。
創
業
1
0
0
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
こ
れ
か
ら
1
5
0
年
、
2
0
0
年
と
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
繁
栄
を
目
指
す
こ
と
が
オ
ー
ナ

ー
経
営
者
で
あ
る
中
村
家
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
世
代
の
繁
栄
を
考
え
て
行
動
す
る

こ
と
が
、
現
在
の
繁
栄
に
も
つ
な
が
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

会
社
の
経
営
者
は
、
継
続
・
繁
栄
す
る
た
め
の

使
命
を
も
っ
た
担
当
者
と
考
え
て
職
務
を
全
う
す
る
。

ス
チ
ュワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
考
え
を
徹
底
す
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

075

170



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

こ
の
考
え
方
は
、（
株
）星
野
リ
ゾ
ー
ト
・
星
野
佳
路
氏
の
著
書
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
で
す
。
オ

ー
ナ
ー
経
営
者
で
あ
っ
て
も
、
会
社
は
「
社
会
の
公
器
」
で
あ
り
、
決
し
て
自
分
の
好
き
勝
手

に
扱
っ
て
よ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
意
味
は
「
他
人
か
ら
預
か

っ
た
資
産
を
、
責
任
を
も
っ
て
管
理
運
用
す
る
こ
と
。
受
託
責
任
」
で
す
。
中
村
家
が
ナ
カ
リ

を
経
営
す
る
上
で
、
こ
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
考
え
方
に
則
り
、
こ
れ
か
ら
も
責
任
を
も

っ
て
し
っ
か
り
経
営
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

オ
ー
ナ
ー
経
営
者
が
効
率
よ
く
事
業
承
継
す
る
に
は
、

会
社
に
財
産
を
残
し
、
株
式
異
動
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が

最
も
効
率
的
で
あ
り
、
望
ま
し
い
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

076

172



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

会
社
と
オ
ー
ナ
ー
家
は
一
体
と
考
え
て
、
会
社
の
資
産
を
オ
ー
ナ
ー
家
へ
の
報
酬
と
し
て
分
配
し
て

し
ま
う
と
、
オ
ー
ナ
ー
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
相
続
税
と
し
て
財
産
の
一
部
を
納
税
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
会
社
を
継
続
し
て
い
く
上
で
で
き
る
だ
け
多
く
の
資
産
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
に
は
、
個

人
で
は
な
く
会
社
で
資
産
を
保
有
し
、
そ
れ
を
株
式
の
異
動
に
よ
っ
て
引
き
継
ぐ
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。
ナ
カ
リ
は
こ
れ
ま
で
こ
の
考
え
方
で
経
営
を
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
会
社
は
株
式

の
保
有
割
合
に
よ
っ
て
支
配
権
が
決
ま
る
た
め
、
株
主
が
分
散
し
て
し
ま
う
と
経
営
が
安
定
し
ま
せ

ん
。
オ
ー
ナ
ー
企
業
で
あ
る
ナ
カ
リ
に
お
い
て
、
自
社
株
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
事
業
承

継
の
中
で
最
も
重
要
な
案
件
で
す
。
四
代
目
信
一
郎
も
す
で
に
株
式
を
信
託
に
よ
っ
て
、
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
の
登
記
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
創
業
当
時
か
ら
会
社
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
第
一
目

標
の
た
め
、
中
村
家
に
財
産
を
残
す
よ
り
は
、
会
社
に
内
部
留
保
と
し
て
蓄
積
す
る
こ
と
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
こ
の
自
社
株
式
の
管
理
方
法
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
ナ
カ
リ
で
は
代
々
安

定
し
た
経
営
を
行
う
た
め
に
、
株
主
構
成
を
分
散
せ
ず
中
村
家
に
絞
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

そ
の
責
務
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

事
業
承
継
で
行
う
自
社
株
式
の
異
動
に
よ
っ
て

発
生
す
る
納
税
は
、

で
き
る
だ
け
自
分
の
代
で
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

077

174



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

事
業
承
継
に
よ
る
自
社
株
式
を
異
動
す
る
に
は
必
ず
納
税
が
発
生
し
ま
す
。
そ
れ
を
引
き
継
ぐ

人
が
払
う
の
で
は
な
く
、
渡
す
人
が
払
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
や
り
方

は
、
非
上
場
企
業
で
あ
る
サ
ン
ト
リ
ー
が
オ
ー
ナ
ー
家
に
よ
っ
て
代
々
グ
ル
ー
プ
企
業
の
経
営

権
を
維
持
し
て
い
る
手
法
を
参
考
に
し
て
、
数
年
に
わ
た
っ
て
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

事
業
承
継
に
お
い
て
後
継
者
が
決
ま
り
次
第
、

万
が
一
の
場
合
に
備
え
て
可
能
な
限
り

そ
の
時
点
で
の
遺
言
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

078

176



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

オ
ー
ナ
ー
経
営
者
は
後
継
者
の
目
処
が
立
っ
た
時
点
で
可
能
な
限
り
遺
言
書
を
残
す
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
四
代
目
信
一
郎
は
48
歳
の
時
に
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
内
容
は

下
記
の
２
点
で
す
。
一
つ
目
は
株
式
異
動
に
つ
い
て
の
明
記
で
す
。
こ
れ
は
将
来
の
経
営
安
定

の
基
盤
で
あ
り
、
ナ
カ
リ
で
は
す
で
に
株
式
信
託
に
よ
っ
て
明
確
化
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目
が

個
人
の
財
産
分
配
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
度
々
出
て
き
た
よ
う
に
、
中
村
家
の
考
え
は

会
社
最
優
先
で
あ
り
、
会
社
の
経
営
に
携
わ
る
次
世
代
の
担
当
者
が
財
産
を
受
け
継
い
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
長
く
事
業
承
継
し
て
い
く
た
め
に
、
中
村
家
に
お
い
て
も
親
族
が
良
好
な
関
係

を
構
築
し
、
ナ
カ
リ
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
使
命
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。
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この先の100年を創るために

語

リ

カ

ナ

録

「
明
朗
・
愛
和
・
喜
働
」
を

純
情（
す
な
お
）な
心
に
よ
っ
て
、

日
々
の
仕
事
や
生
活
の
実
践
を
目
指
す
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

079

178



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

三
代
目
光
良
、
四
代
目
信
一
郎
が
学
ん
で
い
る
倫
理
法
人
会
の
純
粋
倫
理
か
ら
の
引
用
で
す
。

純
粋
倫
理
と
は
、
実
行
に
よ
っ
て
直
ち
に
正
し
さ
が
証
明
で
き
る
生
活
の
法く

ら
し
み
ち則
の
こ
と
で
す
。

そ
の
活
動
は
、「
明
朗
・
愛
和
・
喜
働
」
そ
し
て
「
純
情
（
す
な
お
）」
な
心
を
持
っ
て
日
々
生
活

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

「
人
は
わ
が
ま
ま
せ
ず
に
、
正
し
く
暮
せ
ば
楽
に
す
ご
せ
る
も
の
を
、
勝
手
気
ま
ま
を
出
す
の
で
、

不
幸
に
な
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
」（
万
人
幸
福
の
栞
P
12
よ
り
引
用
）。
こ
の
教
え
に
あ

る
よ
う
に
、
経
営
者
は
自
ら
を
学
び
に
よ
っ
て
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

080

家
訓

一
、
金
銭
の
保
証
に
な
る
な
。

一
、
儲
か
る
話
に
乗
る
な
。

一
、
株
の
相
場
を
は
る
な
。

一
、
礼
儀
・
挨
拶
の
徹
底
。

一
、
家
族
の
和
合
。

平
成
十
一
年
一
月
一日

三
代
目
　
中
村 

光
良

180



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
は
、
初
代
か
ら
三
代
に
わ
た
っ
て
経
験
し
て
き
た
物
語
の
中
で
培
わ
れ
た
教

訓
を
、
三
代
目
光
良
が
中
村
家
の
家
訓
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
の
家
訓
は
、
ナ
カ
リ

の
次
の
1
0
0
年
を
目
指
す
上
で
、
事
業
承
継
し
て
い
く
た
め
に
経
営
担
当
者
（
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
シ
ッ
プ
の
考
え
方
・
語
録
0
7
5
）
で
あ
る
中
村
家
に
お
い
て
代
々
受
け
継
ぐ
べ
き
大
事
な

教
訓
と
考
え
ま
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

天
は
二
物
を
与
え
ず
。
し
か
し
一
物
は
も
っ
て
い
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

081

182



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

三
代
目
光
良
が
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
す
べ
て
万
能
な
人
は
い
な
い
。
で
き

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
決
し
て
自
分
を
卑
下
す
る
こ
と
な
く
、
自
ら
が
も
っ
て
い
る
素

晴
ら
し
い
と
こ
ろ
を
発
揮
し
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
周
り
の
人
た
ち
の
協
力
を
得
て
物
事
を
な

し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
す
。
光
良
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
協
力
を
得
る
た
め
に
自
ら

を
律
し
て
人
間
力
を
高
め
る
努
力
を
続
け
ま
し
た
。
人
に
共
感
を
得
ら
れ
る
姿
勢
に
努
め
て
き

た
こ
と
に
よ
り
、
結
果
的
に
運
が
味
方
し
て
く
れ
た
と
話
し
て
い
ま
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

「
謙
虚
さ
」は
魔
除
け
で
あ
り
、
悪
い
人
は
寄
っ
て
こ
な
い
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

082

184



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

京
セ
ラ
の
稲
盛
和
夫
氏
の
言
葉
か
ら
の
引
用
で
す
。
自
分
に
邪

よ
こ
し
まな
心
が
潜
ん
で
い
る
だ
け
で
、

良
か
ら
ぬ
考
え
を
も
っ
た
人
と
の
出
会
い
が
生
ま
れ
る
も
の
で
す
。
自
ら
が
謙
虚
な
心
を
も
っ

て
行
動
し
て
い
れ
ば
、
邪
な
心
を
も
っ
た
人
が
寄
っ
て
こ
な
く
な
る
。
そ
れ
を
「
魔
除
け
」
と

表
現
し
て
い
ま
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

〈
遺
言
〉

連
帯
保
証
の
依
頼
は

ど
ん
な
に
身
近
な
人
や
会
社
か
ら
で
も
断
る
こ
と
。

二
代
目
　
中
村 

良
一

083

186



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

連
帯
保
証
の
意
味
は
自
ら
が
す
べ
て
の
債
務
を
保
証
す
る
の
と
同
義
語
で
す
。
二
代
目
良
一
は
、

戦
後
の
激
動
時
代
の
中
で
連
帯
保
証
に
よ
る
数
々
の
不
幸
な
人
や
会
社
の
結
末
を
見
て
き
ま
し

た
。
連
帯
保
証
は
、
先
人
が
苦
労
し
て
築
き
あ
げ
た
歴
史
や
現
在
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
社
員

を
含
め
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
信
頼
関
係
を
崩
し
か
ね
な
い
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。
良

一
が
〈
遺
言
〉
と
し
て
ま
で
も
連
帯
保
証
の
怖
さ
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
、
強
い
意
思
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

〈
遺
言
〉

生
活
は
質
素
に
生
き
ろ
。
無
駄
は
ご
法
度
。

二
代
目
　
中
村 

良
一

084

188



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

二
代
目
良
一
と
妻
あ
き
ゑ
の
言
葉
で
す
。
戦
後
の
第
二
創
業
期
に
は
資
金
繰
り
に
苦
労
し
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
私
生
活
に
お
い
て
も
無
駄
を
排
除
し
た
徹
底
し
た
質
素
節
約
の
生
活
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ご
飯
粒
は
残
さ
ず
、
食
べ
終
わ
っ
た
茶
碗
に
お
湯
を
そ
そ
い
で
綺
麗

に
し
て
飲
む
と
い
う
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
孫
で
あ
る
四
代
目
信
一
郎
が
子
供
の
頃
に

醤
油
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど
を
必
要
以
上
に
出
し
て
し
ま
い
、
残
し
た
場
合
に
は
叱
責
さ
れ
、
ラ

ッ
プ
し
て
次
回
に
使
う
よ
う
に
躾
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
会
社
に
お
い
て
も
、
送
ら
れ
て
き
た

使
用
済
み
封
筒
を
裏
返
し
に
し
て
使
う
こ
と
も
当
た
り
前
の
光
景
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
節
約

の
精
神
が
、
中
村
家
で
は
〈
遺
言
〉
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

夜
は
ど
ん
な
に
遅
く
て
も
早
起
き
は
ル
ー
ル
。

朝
起
き
の
時
間
を
使
っ
た
仕
事
が
一
日
の
仕
事
を
決
め
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

085

190



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

二
代
目
良
一
は
大
酒
飲
み
で
、
時
に
は
人
格
が
変
わ
る
く
ら
い
に
飲
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
気

絶
す
る
よ
う
に
眠
っ
た
と
し
て
も
、
翌
早
朝
に
は
二
日
酔
い
で
寝
過
ご
し
た
り
、
気
分
が
悪
い

様
子
は
見
せ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
姿
か
ら
三
代
目
光
良
、
四
代
目
信
一
郎
も

良
一
に
な
ら
っ
て
朝
は
確
実
に
活
動
す
る
こ
と
が
中
村
家
の
暗
黙
の
掟
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
経
営
者
は
早
朝
か
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
が
伝
統
な
の
で
す
。
ナ
カ
リ
の
現
在
の
勤
務
体

系
は
二
交
代
制
で
、
早
番
は
朝
5
時
か
ら
勤
務
し
て
い
ま
す
。
現
経
営
者
は
朝
5
時
30
分
に
は

出
社
し
、
一
度
家
に
戻
り
朝
食
を
摂
っ
て
7
時
30
分
に
再
度
出
社
し
て
い
ま
す
。
朝
の
時
間
を

大
切
に
す
る
こ
と
は
、
一
日
の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

納
税
と
選
挙
の
投
票
は
、

国
民
の
義
務
だ
か
ら
必
ず
果
た
す
。

二
代
目
　
中
村 

良
一

086

192



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

企
業
の
社
会
貢
献
は
納
税
に
よ
る
方
法
が
分
か
り
や
す
い
で
す
が
、
個
人
は
納
税
だ
け
で
な
く
、

選
挙
に
投
票
す
る
こ
と
も
社
会
貢
献
に
つ
な
が
り
ま
す
。
経
営
者
は
国
家
や
地
域
の
貢
献
に
つ

い
て
様
々
な
考
え
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
政
策
を
考
え
て
実
行
す
る
の
は
政
治
家
で
す
。

経
営
と
政
治
の
両
方
に
携
わ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ
の
た
め
経
営
者
は
企
業
活
動
に
集
中
し
、

納
税
に
注
力
す
る
こ
と
が
役
割
で
あ
り
、
行
政
や
政
治
に
関
し
て
は
政
治
家
に
託
す
こ
と
が
唯

一
の
手
段
と
考
え
ま
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

生
命
の
元
は
親
し
か
い
な
い
。
親
を
敬
う
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

087

194



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

三
代
目
光
良
が
倫
理
法
人
会
の
教
本
で
あ
る
『
万
人
幸
福
の
栞
　
十
七
ヵ
条
』
の
教
え
の
中
で

最
も
共
感
し
、
実
践
し
て
い
る
こ
と
で
す
。【
十
三
】
本
を
忘
れ
ず
、
末
を
乱
さ
ず
　
反は

ん
し
し
ん
し
ゅ
う

始
慎
終

に
は
、「
最
も
大
切
な
、
わ
が
命
の
根も

と本
は
、
両
親
で
あ
る
。
こ
の
事
に
思
い
至
れ
ば
、
親
を
尊

敬
し
、
大
切
に
し
、
日
夜
孝
養
を
つ
く
す
の
は
、
親
が
え
ら
い
か
ら
で
は
な
い
、
強
い
か
ら
で

は
な
い
。
世
の
中
に
た
だ
一
人
の
私
の
親
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
私
の
命
の
根
元
で
あ
り
、
む

し
ろ
私
自
身
の
命
で
あ
る
親
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
光
良
は
そ
の
実
践
と
し
て
、
両

親
の
月
命
日（
良
一
10
日
、
あ
き
ゑ
29
日
）に
毎
月
欠
か
さ
ず
墓
参
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

子
は
親
の
心
を
実
演
す
る
名
優
で
あ
る
。

子
供
は
親
の
背
中
を
見
て
育
つ
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

088

196



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

こ
れ
も
三
代
目
光
良
が
特
に
大
切
に
し
て
い
る
教
え
で
す
。【
六
】
子
は
親
の
心
を
実
演
す
る
名

優
で
あ
る
　
子し

じ
ょ
め
い
ゆ
う

女
名
優
に
は
、「
子
供
自
身
に
、
あ
ら
わ
れ
た
病
気
で
さ
え
も
、
例
外
な
く
、
親

の
生
活
の
不
自
然
さ
が
反
映
し
た
ま
で
で
あ
る
」
さ
ら
に
「
親
た
ち
は
上
べ
を
飾
り
、
人
前
を

作
っ
て
上
品
に
暮
ら
し
て
い
て
も
、
子
供
た
ち
は
、
堂
々
と
、
つ
つ
み
か
く
し
な
く
、
親
の
心

を
実
演
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
家
庭
の
親
子
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
企
業
に
お
け

る
経
営
者
と
社
員
の
関
係
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
経
営
者
は
し
っ
か
り
こ
れ
ら
を
認

識
し
て
、
自
ら
を
律
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

車
や
身
に
つ
け
る
も
の
は
見
栄
を
張
ら
な
い
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

089

198



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

見
栄
は
例
え
て
言
え
ば
「
贅
肉
」
と
一
緒
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
実
務
に
プ
ラ
ス
に
働
か
な
い

コ
ト
や
モ
ノ
は
、
生
産
性
向
上
に
は
貢
献
し
ま
せ
ん
。
健
康
で
筋
肉
質
な
会
社
は
、
贅
肉
で
は

な
く
筋
肉
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
長
す
べ
き
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
ナ
カ
リ
の
経
営
は
そ
の

よ
う
な
考
え
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
挙
げ
て
き
た
よ
う
に
、
中
村
家
は
先
人
の
教
え

に
よ
っ
て
、
そ
も
そ
も
見
栄
や
贅
沢
す
る
余
裕
も
暇
も
興
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
家
風
な

の
で
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

会
社
と
家
族
を
守
る
こ
と
が
何
よ
り
も
優
先
の
人
生
。

結
果
的
に
自
分
を
取
り
巻
く
人
た
ち
の
た
め
に
な
る
。

二
代
目
　
中
村 

良
一

090

200



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

二
代
目
良
一
の
言
葉
で
す
。
戦
後
の
混
乱
期
の
再
ス
タ
ー
ト
時
の
財
産
は
、
ほ
ぼ
な
か
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
の
世
の
中
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
復
興
す

る
た
め
に
は
家
庭
や
個
人
を
考
え
る
余
地
が
な
い
ほ
ど
必
死
に
商
売
を
し
て
い
ま
し
た
。
特
に

良
一
は
戦
場
か
ら
復
員
し
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
考
え
方
が
徹
底
し
て
お
り
ま
し
た
。
何
よ
り

も
商
売
で
生
き
残
る
こ
と
が
最
優
先
で
あ
り
、
個
人
の
こ
と
は
後
回
し
で
し
た
。
そ
の
教
え
が

基
盤
と
な
り
現
在
の
ナ
カ
リ
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

会
社
の
繁
栄
存
続
に
は
、

家
族
の
和
合
が
必
須
で
あ
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

091

202



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

語
録
0
8
0
の
家
訓
に
あ
る
内
容
で
す
。
ナ
カ
リ
の
事
業
は
、
経
営
を
担
当
す
る
中
村
家
に
お

い
て
代
々
引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
語
録
に
も
出
て
き
た
よ
う
に
、
中
村
家
は

会
社
を
最
優
先
と
し
て
様
々
な
手
を
打
っ
て
き
て
い
ま
す
。
仮
に
家
族
の
中
で
協
力
を
得
ら
れ

な
か
っ
た
場
合
な
ど
に
は
、
今
ま
で
打
っ
た
様
々
な
手
が
根
本
か
ら
覆
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

そ
う
な
る
と
、
先
代
の
考
え
て
き
た
こ
と
や
行
っ
て
き
た
功
績
が
無
に
な
り
、
社
員
や
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
に
も
大
き
な
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
中
村
家
の
家
族
の
和
合
は
、

単
な
る
一
家
族
の
問
題
で
は
な
く
、
ナ
カ
リ
の
次
の
1
0
0
年
の
継
続
の
た
め
に
重
要
な
の
で

す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

親
不
孝
と
朝
寝
坊
で
成
功
し
た
人
は
い
な
い
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

092

204



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

こ
ち
ら
も
経
営
の
神
様
と
言
わ
れ
た
松
下
幸
之
助
氏
の
言
葉
か
ら
引
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
言

葉
は
中
村
家
歴
代
の
経
営
者
が
教
訓
と
し
、
日
々
心
が
け
て
い
る
基
に
あ
る
考
え
方
の
一
つ
で

す
。
親
不
孝
し
な
い
（
＝
親
孝
行
）
に
関
し
て
は
、
語
録
0
8
7
で
説
明
し
た
よ
う
に
三
代
目
光

良
が
最
も
大
事
に
し
て
い
る
考
え
方
で
す
。
朝
寝
坊
し
な
い
（
＝
朝
起
き
）
に
関
し
て
は
、
語
録

0
8
5
の
よ
う
に
二
代
目
良
一
の
姿
を
見
習
っ
て
現
在
も
大
切
に
し
て
い
る
習
慣
で
あ
り
、
中

村
家
の
伝
統
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

親
不
孝
だ
け
で
な
く
子
不
孝
し
な
い
よ
う
に
、

年
齢
が
上
が
っ
て
も
心
身
と
も
に
鍛
錬
を
続
け
る
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

093

206



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

「
親
不
孝
」
と
い
う
言
葉
は
、
昔
か
ら
よ
く
耳
に
し
現
在
も
変
わ
ら
ず
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。

一
方
で
、
人
生
1
0
0
年
時
代
に
な
っ
た
今
、「
子
不
孝
」
と
い
う
考
え
方
を
し
っ
か
り
も
っ
て

人
生
の
後
半
を
過
ご
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
て
も
心
と
身
体
が
健
康
で

な
い
と
子
供
に
迷
惑
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
心
と
身
体
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
最
も
有
効

な
方
法
は
、
で
き
る
だ
け
働
き
続
け
る
こ
と
で
す
。
単
に
対
価
を
得
て
働
く
だ
け
で
は
な
く
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
自
分
の
人
格
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
に
働
け
ば
、
生
涯
現
役
で
い
ら
れ
る

と
考
え
ま
す
。
亡
く
な
る
と
き
に
人
生
最
高
の
人
格
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

年
齢
に
は
、
戸
籍
年
齢
・
精
神
年
齢
・
肉
体
年
齢
の
3
つ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
戸
籍
年
齢
は
、

誰
も
が
平
等
に
一
年
ず
つ
年
を
重
ね
ま
す
が
、
精
神
年
齢
と
肉
体
年
齢
は
個
別
の
差
が
大
き
く

出
ま
す
。
社
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
心
と
身
体
の
健
康
を
若
々
し
く
維
持
し
て
、
で
き
る
だ
け
長

く
働
い
て
ほ
し
い
と
常
々
伝
え
て
い
ま
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

経
営
者
は
公
私
混
同
し
な
い
。
会
社
優
先
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

094

208



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

中
村
家
の
先
代
経
営
者
た
ち
は
公
私
混
同
を
嫌
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
会
社
で
販
売
し
て

い
る
「
塩
や
肥
料
、
農
薬
」
を
個
人
で
購
入
す
る
と
き
に
も
し
っ
か
り
代
金
を
支
払
っ
て
い
た

こ
と
や
、
社
用
車
に
お
い
て
も
贅
沢
品
は
避
け
、
過
度
に
見
栄
を
張
ら
ず
、
分
相
応
な
も
の
に

留
め
て
い
ま
し
た
。
時
間
管
理
は
ル
ー
ズ
に
な
ら
ず
、
夜
遅
く
帰
宅
し
て
も
朝
は
一
番
最
初
に

出
社
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
公
私
混
同
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
四
代
目
信
一
郎
が
ナ
カ

リ
に
入
社
し
て
後
継
者
と
し
て
の
立
場
で
仕
事
を
す
る
上
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
で
き
た
要
因

と
言
え
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
て
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

経
営
者
は
金
銭
面
や
交
友
関
係
な
ど
、

身
辺
を
綺
麗
に
す
る
。

三
代
目
　
中
村 

光
良

095

210



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

経
営
者
は
多
く
の
経
営
者
と
お
付
き
合
い
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
出
会
う
経
営
者
に
は
そ
れ

ぞ
れ
様
々
な
目
指
す
方
向
が
あ
り
ま
す
。
中
に
は
見
栄
や
贅
沢
な
ど
の
物
欲
を
目
的
と
し
て
い

る
人
や
、
毎
晩
経
営
者
の
仲
間
と
飲
み
歩
い
て
い
る
人
、
ど
ん
な
出
費
も
領
収
書
を
発
行
し
て

会
社
の
経
費
扱
い
に
し
て
い
る
人
な
ど
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
私
利
私
欲
を

目
的
と
し
た
経
営
者
が
、
社
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
長
く
継
続
発
展
す
る
会
社
を
率
い
て
い
け
る

と
は
到
底
思
え
ま
せ
ん
。
経
営
者
は
公
私
混
同
は
戒
め
、
身
辺
を
綺
麗
に
し
て
い
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

会
社
の
継
続
の
た
め
に
も
、

経
営
者
の
定
期
的
な
健
康
診
断
は
欠
か
さ
な
い
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

096

212



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

ナ
カ
リ
を
含
め
た
中
小
企
業
の
経
営
は
、
信
用
・
経
験
・
決
断
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
社
風
な
ど

多
く
が
経
営
者
に
委
ね
ら
れ
、
し
か
も
集
中
し
て
し
ま
う
の
が
現
実
で
す
。
ど
ん
な
に
優
秀
な

経
営
者
で
あ
っ
て
も
体
調
を
崩
し
て
経
営
が
で
き
な
い
の
で
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去

に
読
ん
だ
本
で
、
臨
床
医
が
亡
く
な
る
前
の
患
者
か
ら
聞
い
た
後
悔
し
た
こ
と
の
第
一
位
は
「
定

期
的
に
健
康
診
断
を
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
れ
は
症
状
が
出
て
か

ら
で
は
遅
す
ぎ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
健
康
診
断
に
よ
る
定
期
的
な
チ
ェ
ッ

ク
は
、
健
康
維
持
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
経
営
者
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が
定
期

的
な
健
康
診
断
を
受
け
て
、
将
来
後
悔
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
参
考
ま
で

に
、「
健
康
経
営
優
良
法
人
」
の
要
求
事
項
の
前
提
要
件
に
、「
①
経
営
者
が
社
員
さ
ん
の
健
康

に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
活
動
し
て
い
る
か
、
②
経
営
者
が
率
先
し
て
定
期
的
に
健
康

診
断
を
受
け
て
い
る
か
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
経
営
者
の
健
康
配
慮
義
務
は

欠
か
せ
な
い
も
の
な
の
で
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

名
誉
職
や
政
治
の
世
界
に
は
決
し
て
か
か
わ
ら
な
い
。

二
代
目
　
中
村 

良
一

097

214



良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

名
誉
職
は
各
種
業
界
や
団
体
に
対
す
る
多
く
の
貢
献
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
政
治
の
世
界
は
個

人
が
国
や
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貢
献
に
は
、
ど
う
し
て

も
多
大
な
時
間
と
労
力
が
費
や
さ
れ
ま
す
。
中
村
家
は
ナ
カ
リ
の
継
続
と
発
展
が
使
命
と
考
え
、

脇
目
も
振
ら
ず
企
業
活
動
に
集
中
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
自
ら
が
得
意
と
す
る
事
業
を
通

じ
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
第
一
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
や
る
べ
き
こ
と

と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
、
ナ
カ
リ
の
経
営
に
お
い
て
は
こ
の
考
え
方
を
踏
襲

し
て
参
り
ま
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

中
村
家
が
も
ら
う
給
料
は
、

会
社
へ
貸
し
付
け
て
会
社
の
資
金
繰
り
に
利
用
す
る
。

二
代
目
　
中
村 

良
一

098
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良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

経
営
に
か
か
わ
っ
て
き
た
中
村
家
の
家
族
が
ナ
カ
リ
か
ら
得
た
報
酬
は
、
基
本
的
に
す
べ
て
ナ

カ
リ
へ
の
長
期
貸
付
金
に
振
り
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
費
は
そ
こ
か
ら
必
要
な
分
だ
け
引

き
落
と
す
と
い
う
や
り
方
を
、
創
業
者
か
ら
四
代
目
信
一
郎
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
い
ま
す
。

こ
の
長
期
貸
付
は
、
考
え
方
に
よ
っ
て
は
ナ
カ
リ
の
内
部
留
保
と
同
等
に
捉
え
る
こ
と
も
で
き
、

会
社
の
運
営
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
手
法
は
中
村
家
と
会
社
の
関
係
が
今
ま
で
述

べ
て
き
た
よ
う
に
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
す
。
ち
な
み
に
、
信
一
郎
は
ナ
カ
リ
へ

入
社
以
来
、
自
分
の
給
料
を
手
に
取
っ
た
こ
と
や
見
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

生
涯
現
役
。

会
社
継
続
の
た
め
、
退
職
金
は
死
亡
後
に
も
ら
う
。

二
代
目
　
中
村 

良
一

099
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良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

二
代
目
良
一
は
85
歳
ま
で
、
妻
の
あ
き
ゑ
は
93
歳
ま
で
生
涯
現
役
で
し
た
。
亡
く
な
る
直
前
ま

で
、
く
ず
米
の
買
い
付
け
や
不
動
産
の
管
理
を
行
っ
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
昨
今
の
会
社
経
営

で
は
「
家
族
が
多
く
経
営
に
携
わ
る
と
会
社
を
私
物
化
し
が
ち
で
あ
る
」「
年
寄
り
が
い
つ
ま
で

も
頑
張
っ
て
い
て
は
若
手
が
育
た
な
い
」
な
ど
と
定
石
の
よ
う
に
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ナ

カ
リ
の
商
売
に
お
い
て
は
、
経
験
と
実
績
を
生
涯
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
貢
献
に
な
る
と
考
え

ま
す
。
そ
れ
が
名
実
と
も
に
生
涯
現
役
と
い
う
こ
と
で
す
。
死
亡
後
の
退
職
金
支
給
は
、
前
述

の
よ
う
に
次
世
代
へ
円
滑
に
承
継
す
る
た
め
の
手
法
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
や

り
方
に
も
、
中
村
家
が
会
社
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
強
く
表
れ
て
い
ま
す
。
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中村家〈家訓〉

語

リ

カ

ナ

録

座
右
の
銘
は
「
一
生
勉
強 

一
生
青
春
」。

青
春
と
は
、
好
奇
心
と
情
熱
を
も
ち
続
け
れ
ば
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
そ
れ
は
青
春
だ
。

四
代
目
　
中
村 

信
一
郎

100
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良
い
会
社
を
創
る
た
め
に

経
営
姿
勢

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
向
き
合
い
方

こ
の
先
の
１
０
０
年
を
創
る
た
め
に

中
村
家〈
家
訓
〉

四
代
目
信
一
郎
の
座
右
の
銘
で
あ
る
「
一
生
勉
強 

一
生
青
春
」
は
相
田
み
つ
を
氏
の
言
葉
か
ら

引
用
し
て
い
ま
す
。
青
春
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
「
好
奇
心
と
情
熱
を
持
ち
続
け
れ
ば
、
い

く
つ
に
な
っ
て
も
そ
れ
は
青
春
だ
」
は
、
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
で
あ
る
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
に

よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
座
右
の
銘
は
、
こ
れ
ま
で
記
し
て
き
た
ナ
カ
リ
の
会
社
経
営
に
対
す
る

姿
勢
や
志
を
一
言
で
表
し
て
い
る
素
敵
な
言
葉
と
捉
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
経
営
者
と
し

て
こ
の
思
い
を
常
に
抱
き
な
が
ら
、
自
ら
が
率
先
垂
範
し
、
努
力
を
重
ね
、
精
進
し
て
参
る
所

存
で
す
。

221



者

経

肖

営

像

初代 中村 利三郎
1886（明治19）年－1943（昭和18）年

二代目 中村 良一
1913（大正2）年－1998（平成10）年

良一妻 中村 あきゑ
1914（大正3）年－2009（平成21）年

三代目 中村 光良
1937（昭和12）年－

四代目 中村 信一郎
1964（昭和39）年－
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富
子

真
理
浩
美
享

矢
部 
勇

梶
谷
芙
美
代

摩
代
光
太
郎

知
代

光
利

ち
ゑ
子

裕
子

浩
子

光
良

恵
美
子

礼（
女
）

克（
男
）

習（
男
）

信
一
郎

朋（
女
）

（
塩
竈
の
矢
部
園
に
嫁
ぐ
）

（
星 

広
二
に
嫁
ぐ
）

（
中
新
田
伊
藤
ベ
ニ
ア
商
会
に
嫁
ぐ
）

四
代
目

五
代
目
予
定

あ
き
ゑ

良
一

う
め

中
村
利
三
郎

敏良
三

初

代

二
代
目

三
代
目

中

家 村

系 家

図

う
ん

あ
き
ゑ（
中
利
商
店
に
嫁
ぐ
）

は
る（
町
内
に
嫁
ぐ
）

甚
二
郎（
仙
台
で
医
者
に
な
る
）

鈴
木
甚
七

甚
吉（
長
男
で
家
業
継
承
）

初

代 鈴

家 木

系 家

図
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